
業績一覧 

１． 岡本美孝 

（１） 現職： 千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 教授 

（２） 業績 

① 厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業

・平成 24 年度「免疫療法による花粉症予防と免疫療法のガイドライン作成に向けた研究」 

（研究代表者） 

・平成 23 年度「免疫療法による花粉症予防と免疫療法のガイドライン作成に向けた研究」 

（研究代表者） 

・平成 23 年度「スギ花粉症に対する舌下免疫療法の有効性、効果予測法の確立研究」 

（研究分担者） 

・平成 22 年度「リアルタイムモニター花粉症の情報のあり方の研究と舌下ペプチド・アジュバン 

ド療法の臨床研究」 （分担研究者） 

  ・平成 22 年度「スギ花粉症に対する舌下免疫療法の有効性、効果予測法の確立研究」 

  （研究分担者） 

・平成 21 年度「リアルタイムモニター花粉数の情報のあり方の研究と舌下ペプチド・アジュバ 

ンド療法の臨床研究」 （分担研究者） 

  ・平成 21 年度「代替医療の実態と有効性の科学的評価」（研究代表者） 

  ・平成 20 年度「代替医療の実態と有効性の科学的評価」（主任研究者） 

・平成 20 年度「リアルタイムモニター飛散数の情報のあり方の研究と舌下ペプチド・アジュ 

バンド療法の臨床研究」 （分担研究者） 

  ・平成 20 年度「スギ花粉症およびダニアレルギーに対する新しい免疫療法の開発」 

（分担研究者） 

・平成 19 年度「リアルタイムモニター飛散数と現状の治療による QOL の関連性の評価研究と 

花粉症根治療法の開発」（分担研究者） 

・平成 19 年度「スギ花粉症およびダニアレルギーに対する新しい免疫療法の開発」 

（分担研究者） 

・平成 19 年度「代替医療の実態と有効性の科学的評価」（主任研究者） 

・平成 18年度「小児アレルギー製鼻炎の成人への移行阻止するための治療法の確立に関する 

研究」（主任研究者） 

・平成 18 年度「リアルタイムモニター飛散数と現状の治療による QOL の関連性の評価研究と 

花粉症根治療法の開発」（分担研究者） 

・平成 18 年度「スギ花粉症およびダニアレルギーに対する新しい免疫療法の開発」 

（分担研究者） 



・平成 17年度「小児アレルギー製鼻炎の成人への移行阻止するための治療法の確立に関する 

研究」（主任研究者） 

・平成 17 年度「リアルタイムモニター飛散数と現状の治療による QOL の関連性の評価研究と 

花粉症根治療法の開発」（分担研究者） 

・平成 16年度「小児アレルギー製鼻炎の成人への移行阻止するための治療法の確立に関する 

研究」（主任研究者） 

・平成 16 年度花粉症の QOL による治療法の評価と新しい治療法の基礎的研究（分担研究者） 

・平成 15 年度花粉症の QOL による治療法の評価と新しい治療法の基礎的研究（分担研究者） 

② 論文発表

・Inoue H, Mashimo Y, Funamizu M, Yonekura S,Shigtoshi H, Shimojo N, Kohno Y, 
Okamoto Y, Hata A,Suzuki Y.Association of the MMP9 gene with childhood cedar 
pollen sensitization and pollinosis. J Hum Genet on line publication 1-8, 2012. 

・Uekusa Y, Inamine A, Yonekura S, Horiguchi S,Fujimura T, Sakurai D,Yamamoto 
H, Hanazawa T,Okamoto Y. Immunological parameters with the development of 
allergic rhinitis: A preliminary prospective study. American Journal of Rhinology 
and Allergy 26: 92-96, 2012.

・Inamine A, Sakurai D, Horiguchi S, Yonekura S,Hanazawa T, Hosokawa H, 
Matuura-Suzuki A,Nakayama T, Okamoto Y.Sublingual administration of 
Lactobacillus paracasei KW3110 inhibits Th2-dependent allergic responses via 
upregulation of PD-L2 on dendritic cells. Clinical Immunology 143:170-179, 2012. 

  ・Yonekura S, Okamoto Y, Horiguchi S, Sakurai D,Chazono H, Hanazawa T, Okawa T, 
Aoki S, Konno A..Effects of aging on the natural history of seasonal allergic rhinitis 
in middle-aged subjects in South chiba,Japan.Int Arch Allergy Immunol 157: 73-80, 
2012.

・Yamamoto H, Yonekura S, Sakurai D, Inamine A,Sakurai T, Iinuma T, Horiguchi S, 
Okamoto Y .Comparison of nasal steroid with anti-histamine in prophylactic 
treatment against pollinosis using an environmental challenge chamber. Allergy and 
Asthma Proceeding 33: 397-403, 2012. 



・Yonekura S, Okamoto Y, Shimojo N, Yamamoto H,Sakurai D, Horiguchi S, anazawa 
T, Inoue Y, Arima T,Tomiita M, Kohno Y.The onset of allergic rhinitis in Japanese 
atopic children: A preliminary prospective study. Acta Otolaryngol 132: 981-987, 
2012. 

・Fujimura, T., Yonekura, S., Horiguchi, S.,Taniguchi, Y., Saito, A., Yasueda, H., Inamine, A., 

Nakayama, T., Takemori, T., Taniguchi, M.,Sakaguchi, M., and Okamoto, Y. Increase of 

regulatory T cells and the ratio of specific IgE to total IgE are candidates for response monitoring 

or prognostic biomarkers in two-year sublingual immunotherapy (SLIT) for Japanese cedar 

pollinosis. Clinical Immunology. 2011;139:65-74. 

・Fujimura, T., Yonekura, S., Horiguchi, S.,Taniguchi, Y., Saito, A., Yasueda, H., Inamine, A., 

Nakayama, T., Takemori, T., Taniguchi, M.,Sakaguchi, M., and Okamoto, Y.  Increase of 

regulatory T cells and the ratio of specific IgE to total IgE are candidates for response monitoring 

or prognostic biomarkers in two-year sublingual immunotherapy (SLIT) for Japanese cedar 

pollinosis. Clinical Immunology. 2011;139:65-74 

・Yonekura,S.,Okamoto,Y.,Yamasaki,K.,Horiguchi,S.,Hanazawa,T.,Matsune,S.,Kurono,Y., 

Yamada,T.,Fujieda,S.,Okano,M.,Okubo,K. A randomized,double-blind, placebo-controlled study 

of Ten-Cha (Rubus suavissimus) on house dust mite allergic rhinitis. Auris Nasus 

arynx.2011;38:600-607.. 

・Hisamitsu,M.,Okamoto,Y.,Chazono,H.,Yonekura,S.,Sakurai D, Horiguchi S, Hanazawa T, Terada 

N,Konno A, Matsuno Y, Todaka E, Mori O. The influence of environmental exposure to 

formaldehyde in nasal mucosa of medical students during cadaver dissection. Allergology 

International.2011; 60:373-379. 

・Inoue H, Mashimo Y, Funamizu M, Yonekura S,Shigtoshi H, Shimojo N, Kohno Y, Okamoto Y, 

Hata A, Suzuki Y. Association of the MMP9 gene with childhood cedar pollen sensitization and 

pollinosis. J Hum Genet on line publication 2011;1-8. 

・Uekusa Y, Inamine A, Yonekura S, Horiguchi S, Fujimura T,Sakurai D,Yamamoto H, Hanazawa 

T, Okamoto Y. Immunological parameters with the development of allergic rhinitis: A reliminary 

prospective study. American Journal of Rhinology and Allergy, 2012.in press 



・Inamine A, Sakurai D, Horiguchi S, Yonekura S, Hanazawa T,Hosokawa H, Matuura-Suzuki A, 

Nakayama T, Okamoto Y.Sublingual administration of Lactobacillus paracasei KW3110 inhibits 

Th2-dependent allergic responses via upregulation of PD-L2 on dendritic cells. Clinical 

Immunology, 2012. in press 

・岡本美孝. アレルギー性鼻炎における免疫療法, 喘息,24:42-46,2011. 

・岡本美孝. 小児喘息に合併するアレルギー性鼻炎･副鼻腔炎の診断と治療, 小児科, 

52:1029-1035,2011. 

・岡本美孝. アレルギー疾患の早期治療介入, アレルギー,60:945-955,2011. 

・岡本美孝. 花粉症の舌下免疫療法, 小児内科,43:1937-1941,2011. 

  ・櫻井利興、稲嶺絢子、飯沼智久、米倉修二、櫻井大樹、石井保之、中山俊憲、岡本美孝. 

α‐ＧａｌＣｅｒ‐Ａｇ ＤＣの口腔粘膜下投与におけるアレルギー性鼻炎炎症の抑制機序の解明. 

第62 回日本アレルギー学会秋季学術大会. 2012 年. 大阪市. 

 ・櫻井利興、稲嶺絢子、舩越うらら、米倉修二、櫻井大樹、岡本美孝.α‐ＧａｌＣｅｒパルスＤＣの

口腔粘膜投与におけるアレルギー性鼻炎炎症の抑制機序の解明．第31回日本耳鼻咽喉科免

疫アレルギー学会.2013 年.倉敷市. 

 ・竹内万彦、坂井田 寛、増田佐和子、岡本美孝.小中学生を対象としたアレルギー性鼻炎に対

する治療の実態と治療に対する満足度調査.第31回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会. 

2013 年.倉敷市. 

・米倉修二、藤村孝志、稲嶺絢子、茶薗英明、櫻井大樹、堀口茂俊、花澤豊行、岡本美孝・ス 

ギ花粉症に対する舌下免疫療法の臨床効果とバイオマーカーに関する検討．第29 回日本耳 

鼻咽喉科免疫アレルギー学会 ポスター発表，大分．2011，2． 

・櫻井大樹、米倉修二、山本陛三郎、稲嶺絢子、中山俊憲、岡本美孝.アレルギー性鼻炎に対す 

る免疫療法、最新の知見と展望.第61 回日本アレルギー秋季学術大会 シンポジウム,東京都．

2011,10. 



・稲嶺絢子、堀口茂俊、米倉修二、櫻井大樹、中山俊憲、岡本美孝．スギ舌下減感作療法とそ 

のアジュバンド開発．第23 回日本アレルギー学会臨床大会 ミニシンポジウム，千葉．2011，5. 

・ 

③ 学会発表

④ 知財権・特許出願状況

・｢花粉症ワクチンの治療効果を予測するバオマーカー｣､発明者：岡本美孝(国立大学法人千 

葉大学大学院)､稲峰絢子(国立大学法人千葉大学大学院)､堀口茂俊(国立大学法人千葉大 

学大学院)､櫻井大樹(国立大学法人千葉大学大学院)、中山俊憲(国立大学法人千葉大学大 

学院)、野中謙(財団法人かずさディー・エヌ・エー研究所)、山下政克財団法人かずさディー・エ

ヌ・エー研究所)､小原收(財団法人かずさディー・エヌ・エー研究所)､出願人：国立大学法人千葉

大学､財団法人かずさディー・エヌ・エー研究所､出願日:平成23年3 月30 日､特願2011-76653 

号 

・「情報処理システム、医療情報収集装置、医療情報収集方法、医療情報収集プログラム、 

申告情報収集方法、申告情報収集プログラム、及び、患者側端末用プログラム」 

岡本美孝、米倉修二、堀口茂俊、横田匡彦 出願日 ：平成23 年9 月28 日、 

出願番号：特願2011-213257 

・出願日:2010 年8 月27 日、「乳酸菌および抗原物質を含み、口腔内に投与されることを特徴

とする抗アレルギー剤」、稲嶺絢子(国立大学法人千葉大学)、岡本美孝(国立大学法人千葉大

学)、堀口茂俊(国立大学法人千葉大学)、中山俊憲(国立大学法人千葉大学)、出願人: 国立 

大学法人千葉大学、特願 2010-190842 号 

（３） 専門家活動 

① 日本鼻科学会理事長

② 日本アレルギー学会理事

③ 日本耳鼻咽喉科学会代議員

④ 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会理事



⑤ 日本気管食道学会評議員

⑥ 日本口腔・咽頭学会評議員

⑦ 日本頭頸部外科学会評議員

⑧ 日本耳科学会評議員

⑨ 日本頭頸部腫瘍学会評議員





























砂塵、黄砂、雪が 
花粉センサ測定値に与える影響の検討 

日本鼻科学会用資料 

ウェザー・サービス株式会社 

2006年9月13日 



バーカード、ＮＴＴ－shinyei, NTT, Shinyei, KP1000, ダーラム、KH3000 

千葉大学医学屋上の花粉測定装置 



大 和 

（KH3000） 
N T T 

興  和

（KP1000） 
神  栄 NTT-神栄 

花粉粒子 

識別手段 
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手   段 

･砂抜き容器により

10µ以下の粒子

除去 

･2段階の分別 

手段で10µ以下、

50µ以上の粒子

を分別 

･バーチャルイン

パクターを使用

して微粒子を 

除去 

･100µ以上の大

粒子フィルター

の使用 

･100µ以上の大

粒子フィルター

の使用 

吸気吸入量 4.1•／分 30•／分 4•／分 0.9•／分 2.2•／分 

価   格 120万円以上 150万円 350万円以上 
20万円 

（本体のみ2万円） 
50万円 

メンテナンス 

費用／年 

20万円 
（年毎に異なり,平均） 

10万円 51.5万円 
2万円 

(本体の入れ替え） 
10万円 

花粉自動測定器の特徴 



2004年（少量飛散年）の検討 
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ダーラム法と花粉センサとの相関係数一覧 

ダーラムとの相関 

KH3000 R=0.27 

KP1000 R=0.38 

神栄 R=0.58 

NTT R=0.28 



2005年の測定（大量花粉飛散シーズン） 
・KP1000：すぐ故障、感度も不良で検討意義不明にて除外. 
・NTTｰ神栄(shinyei)の設置：神栄に吸入空気量増加させ

専用筺体に設置した. 

2004年の結果のまとめ（少量花粉飛散シーズン） 

・KH3000とNTTはほぼ同様の精度だが、NTTは測定粒子
径の幅が大きい. 

・KP1000の測定感度は非常に不良. 
・神栄(Shinyei)がダーラム法とやや相関良く、誤差が少ない

傾向、但しデータ不足. 



2005年（大量飛散年）の検討 



千葉大学屋上花粉センサ観測結果 (全期間 スギ＋ヒノキ）



花粉測定器とダーラム（スギ＋ヒノキ花粉） 
との相関 

KH3000 
NTT-

Shinyei 
Shinyei 

全  期  間 

（1月24日〜5月9日） 
0.79 0.70 

1月24日〜2月28日 0.45 0.52 

3月1日〜3月31日 0.90 0.92 

4月1日〜5月9日 0.48 0.45 

3月3日〜4月3日 0.89 0.92 0.91 



２００６年の特徴 

・ 黄砂の大量飛散 

・ 花粉飛散数は2005年よりも大幅に減少 

・ 砂塵の飛散 

・ 南関東でも積雪（１／２１ 千葉で１０ｃｍ） 



2006年花粉センサによる観測 

１． 千葉大学 （千葉県千葉市） 

・ ＮＴＴ－Ｓｈｉｎｙｅｉセンサ 

・ Ｓｈｉｎｙｅｉセンサ 

・ ＫＨ３０００ 

・ ダーラム観測 

２． ウェザー・サービス （千葉県成田市） 

・ Ｓｈｉｎｙｅｉセンサ 

・ ダーラム観測 

３． 神栄 （兵庫県神戸市） 

・ Ｓｈｉｎｙｅｉセンサ 

・ ダーラム観測 

但し、千葉大学 ＫＨ３０００ は １／２１ の降雪（積雪１０ｃｍ）以後 
不調となり、本検討から除外 



神栄センサの外観 

センサモジュール 

疑似百葉箱 

ダーラム捕集器 
の支柱 



2006年（成田）－神栄センサ 

2006年2月3日 － 4月30日 
R=0.54 

砂塵の影響 

砂塵の影響 



2006年（千葉）－NTT神栄センサ 

2006年2月1日 － 4月13日 
R=0.43 

砂塵の影響 
砂塵の影響 



2006年(千葉）－神栄センサ 

2006年2月17日 － 4月9日 
R=0.54 

砂塵の影響 



2006年（神戸）－神栄センサ 

2006年2月20日 － 4月30日 
R=0.98 



まとめ 

場 所 センサー 相 関 

千葉 NTT-Shinyei ０．４３ 

千葉 Shinyei ０．５４ 

成田 Shinyei ０．５４ 

神戸 Shinyei ０．９８ 



砂塵・黄砂・雪等の影響の検討 



神栄花粉センサの特性をさらに分析 

１m3のテストチェンバーにてセンサが捕捉した全粒子の 
粒径および偏光度を測定（神栄研究所にて実施） 

・ スギ花粉粒子のみを発生 

・ 土（関東ローム）粒子のみを発生 

・ 土（個部にて採取）粒子のみを発生 



神栄センサの特性 ー 粒子分布 （偏光度） 



神栄センサの特性 ー 粒子分布 （粒径） 

粒 径 小 大 

１０µ ３０µ 



神栄センサによる実験 スギ花粉粒子の粒径－偏光度分布 

粒子数 ： １４９９個 

粒 径 小 大 



神栄センサによる実験 土粒子（関東ローム）の粒径－偏光度分布 

粒子数 ： ２４８３個 

粒 径 小 大 



神栄センサによる実験 土粒子（神戸にて採取）の粒径－偏光度分布 

粒子数 ： １２４０個 

粒 径 小 大 



花粉粒子識別マトリックス 

粒 径 小 大 

花粉粒子を見逃し 

土粒子を花粉粒子と誤認 



各粒子の特性 

スギ花粉粒子 土（関東ローム）粒子 土（神戸にて採取）粒子 

粒径：大 偏光度：小 粒径：バラツキ有 偏光度：大 



現在の花粉粒子識別マトリックス 

１ ２ ３ ７ ６ ５ ４ ８ 
 1.0 

 0.8 

 0.6 

 0.4 

 0.2 

 0 

-0.2 

-0.4 

-0.6 

-0.8 

-1.0 

90%以上の確率で花粉粒子 70%以上の確率で花粉粒子 

雨滴など 

土粒子など 

多数の花粉粒子と土粒子が混在する可能性 



花粉粒子のみを発生した場合（神栄研究所にて測定） 

１ 

３ ２ ２ １ ２ １ １ 

４ １１ ２４ １９ ２０ ７ ７ ２ １ １ 

１５ ６１ １０３ ６８ ４２ ３０ １０ １０ ５ ４ ３ ３ ３ 

３６ ９７ １２８ ９５ ５５ ２２ １３ １０ ７ ５ ７ ５ ９ 

３１ ９２ ９５ ３５ １６ １０ １３ １０ １ ７ ５ １６ 

３１ ４８ ２７ １０ ３ ５ ６ ２ １ ７ 

１６ １５ ５ ２ ３ ３ ２ ６ 

７ ４ １ 

１ １ １ １ 

２ １ 

１ 

１ ２ ３ ７ ６ ５ ４ ８ 
 1.0 
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-0.6 

-0.8 

-1.0 

粒子の総カウント数 １４９９ 

花粉粒子のカウント数 ７６０ 

（１０µ） （３０µ） 花粉粒子の見逃し 



土（関東ローム）粒子のみを発生した場合（神栄研究所にて測定） 

１４ ３ ２ 

１０ ２ １ １ 

２５ ５ ２ １ 

２０ ６ １ ３ 

３２ １７ ３ １ 

５９ １２ ８ ２ １ １ １ 

８６ １７ ５ ４ １ １ 

１４８ ５３ １８ ５ ６ １ １ 

２１６ ６８ ３７ １０ ５ ３ ４ １ ２ ２ 

２７３ １１７ ４５ １７ １１ ８ １ １ １ １ １２ 
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１１１ ５１ １０ １１ ７ ６ ２ ３ 

２５ １２ ２ ５ ３ ３ 

４ ３ ２ 

１ ２ ３ ７ ６ ５ ４ ８ 
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粒子の総カウント数 ２４８３ 

花粉粒子と誤認した粒子数   ２７ 

（１０µ） （３０µ） 花粉粒子と誤認 



土（神戸にて採取）粒子のみを発生した場合（神栄研究所にて測定） 

２ 
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１ １ 
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粒子の総カウント数 １２３９ 

花粉粒子と誤認した粒子数   ２９ 

（１０µ） （３０µ） 花粉粒子と誤認 



成田における非花粉飛散時期での測定結果 

花粉識別率の平均値 ０．０３４ 

花粉識別率の標準偏差  ０．０２ 



以上から神栄センサの特性 

１．スギ花粉の識別 

・ スギ花粉の粒径分布は１０～４５µ程度の範囲に分布しているが 
花粉識別マトリックスでは充分にカバーしている。 

・ スギ花粉の偏光度分布は-0.4～0.8程度の範囲に分布している。 
花粉識別マトリックスでは充分にカバーしている。偏光度が小さい花粉 
粒子が多いことは壊れた（形状がいびつな）花粉を捕捉している。 

・ 土粒子とは識別できているが、その為に「見落とす」粒子の数が 
多い。即ち、現在の判別マトリックスでは花粉数が過小評価され 
ている可能性が高い。 

２．土粒子の識別 

・ 土粒子の粒径分布は１０～４５µ程度の範囲に分布している。 

・ 土粒子の偏光度分布は-0.4～1.0程度の範囲に分布している。 
偏光度のピークは花粉粒子とは異なり、花粉粒子との識別は 
できている。しかし、一部が重複しており、誤認識の可能性がある。 



現在の判別マトリックスの問題 

・ 花粉粒子数を過小評価している可能性 

・ 土粒子の 1.1～2.5% を花粉粒子と誤認する可能性。 

土粒子濃度が高い場合、即ち 花粉粒子数／土粒子数  
が小さい場合、多くの土粒子を花粉と認識し、測定精度 
が低下する。 

・ 砂塵が多い場合 

・ 黄砂の飛散時 



神栄センサの測定値から花粉粒子の真値を推定する 

センサ測定値から砂塵によるノイズを除去する 

気象条件等の外的要因を使用せず、 
神栄センサが出力する  

・ 粒径 

・ 偏光度 

・ 実験データ 

・ 観測データ 

から花粉粒子数の真値を推定する 



手法 

Ｚ ＝ センサが捕捉した全粒子数 

± ＝ 花粉粒子識別率  

²  ＝ 土粒子を花粉粒子と識別する誤認率  

Ｘ ＝ 花粉粒子数 

Ｙ ＝ 土粒子数 

³  ＝ 花粉識別マトリックスにより花粉と識別された粒子数 

Ｚ ＝ Ｘ ＋ Ｙ 

±＊（ Ｚ ー Ｙ )  ＋ ²  ＊ Ｙ ＝ ³

とすると 

が成立する 

± ＝ ０．５０７ （神栄による実験値） 
²  ＝ ０．０３４ （成田における2006年1月観測値の平均値） より 

Ｘ ＝ ２．１ ＊ γ ー ０．０７３ ＊ Ｚ 



2006年（成田）－新マトリックスの効果 

2006年2月3日 － 4月30日 R=0.54 R=0.91 Shinyei 



2006年（千葉）－新マトリックスの効果 

2006年2月1日 － 4月13日 R=0.43 R=0.79 NTT-Shinyei 



2006年（千葉）－新マトリックスの効果 

2006年2月17日 － 4月9日 R=0.54 R=0.84 Shinyei 



2006年（神戸）－新マトリックスの効果 

2006年2月20日 － 4月30日 R=0.98 R=0.98 Shinyei 



200５年（千葉）－新マトリックスの効果 

2005年2月1日 － 4月30日 R=0.70 R=0.71 NTT-Shinyei 



2004年（千葉）－新マトリックスの効果 

2005年2月1日 － 4月30日 R=0.74 R=0.73 Shinyei 



新マトリックスの効果－相関係数 

場所 観測年 センサ－ 現マトリックス 新マトリックス 

千葉 ２００６年 NTT-Shinyei ０．４３ ０．７９ 

千葉 ２００６年 Shinyei ０．５４ ０．８４ 

成田 ２００６年 Shinyei ０．５４ ０．９１ 

神戸 ２００６年 Shinyei ０．９８ ０．９８ 

千葉 ２００５年 NTT-Shinyei ０．７０ ０．７１ 

千葉 ２００４年 Shinyei ０．７４ ０．７３ 

ダーラム値は全て「スギ＋ヒノキ」 



新マトリックスの効果 

・ 砂塵によるセンサ測定値のノイズ除去に有効 

・ 砂塵／花粉比が大きい程有効 

・ 現マトリックスで見逃していた花粉数の 
 補正に有効 

・ 砂塵認識率は地域によって異なるため 
 花粉飛散のない時期のセンサデータを 
 用いる事が必要 



霧・黄砂・雪の影響 



霧の影響 

2006年3月11日 7:00－9:00

神戸にて濃霧発生 



霧の影響 

PS2の検知粒子数の時間推移

Date Time 全粒子数  >=70% >=90% 環境温度 環境湿度 全粒子数  >=70% >=90% 全粒子数  >=70% >=90% 全粒子数  >=70% >=90%
2006/3/10 10:00:00 7 1 1 11.5 70.4 2 0 0 4 1 1 6 1 0
2006/3/10 11:00:00 7 2 2 12.7 63.5 3 1 0 2 0 0 7 2 2
2006/3/10 12:00:00 7 1 1 12.5 64 6 1 0 3 1 1 6 0 0
2006/3/10 13:00:00 5 1 0 12.5 67.9 2 0 0 4 2 1 5 0 0
2006/3/10 14:00:00 5 0 0 13.2 61.1 9 3 2 4 1 0 7 2 2
2006/3/10 15:00:00 5 1 1 13.9 61.6 3 0 0 3 2 1 7 1 1
2006/3/10 16:00:00 6 0 0 14.9 67.9 2 0 0 3 1 1 3 0 0
2006/3/10 17:00:00 3 0 0 15.2 68.9 6 1 0 0 0 0 2 0 0
2006/3/10 18:00:00 7 1 0 13.9 69.9 0 0 0 1 0 0 2 0 0
2006/3/10 19:00:00 2 0 0 13.2 69.9 3 0 0 4 1 0 2 0 0
2006/3/10 20:00:00 5 1 0 13.7 72.3 2 0 0 6 3 0 6 2 1
2006/3/10 21:00:00 6 0 0 13.9 68.9 2 1 0 5 0 0 1 1 1
2006/3/10 22:00:00 9 0 0 13.4 72.3 0 0 0 1 0 0 2 0 0
2006/3/10 23:00:00 3 0 0 13.2 71.8 3 0 0 1 0 0 4 1 0
2006/3/10 24:00:00 5 0 0 11.7 75.8 2 1 0 1 0 0 0 0 0
2006/3/11 1:00:00 1 0 0 11.5 73.8 1 0 0 5 0 0 1 0 0
2006/3/11 2:00:00 7 0 0 11 74.3 0 0 0 1 0 0 0 0 0
2006/3/11 3:00:00 3 1 0 10.5 75.3 1 0 0 0 0 0 0 0 0
2006/3/11 4:00:00 5 0 0 11.2 73.8 1 0 0 1 0 0 0 0 0
2006/3/11 5:00:00 3 0 0 10.5 73.8 1 0 0 1 0 0 0 0 0
2006/3/11 6:00:00 2 0 0 10.3 77.7 0 0 0 1 0 0 3 0 0

霧 2006/3/11 7:00:00 104 9 5 9.5 77.7 7 0 0 59 0 0 76 1 0
霧 2006/3/11 8:00:00 144 14 11 10 77.7 23 1 1 108 0 0 101 1 1
霧 2006/3/11 9:00:00 496 36 19 12.5 70.9 137 17 5 366 3 2 295 9 5

SUM 847 68 40 216 26 8 584 15 7 536 21 13

花粉モニターＡ 花粉モニターＢ 百葉箱センサＡ 百葉箱センサＢ
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霧の影響（神栄測定） 

・ 全粒子数は増加するが、花粉については良く識別。 

・ 霧発生時間帯は、偏光度=0.6以上の部位に固まって分布し、 
  花粉あるいは土ホコリの分布とは明らか異なる。 



黄砂の影響 

2006年４月８日 

神戸にて大量の黄砂飛散 



黄砂と共に花粉も大量飛散 

黄砂の影響 



黄砂の影響（神栄測定） 
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黄砂の影響 

2006年4月18日 － 19日 

成田にて黄砂飛散 



黄砂の影響 

新マトリックスにて 
黄砂の影響除去 



黄砂の影響（神栄測定） 

・ 4/8は4/7の約20倍の粒子をカウントしており、90％以上 
の花粉数も同じく10～20倍のカウント 

・ ダーラムの花粉数は4/7は303個、4/8は2185個であり、 
4/8は黄砂と共に花粉（ヒノキ）も大量飛散し、センサの 
傾向と一致  

・ 4/8の午前7時頃から黄砂の飛散が始まり、11～12時 
にピーク、その後は徐々に少なくなり、夜中まで黄砂飛散 
が継続  

・ 花粉は、4/8の午前7時頃から飛散が始まり、11～12時に 
ピーク、14時以後急激に減少、前日と同様の飛散に落ち 
着く。（10個／時間以内）  



雪の影響 

2006年１月２１日 

千葉にて１０ｃｍ積雪を観測 



雪の影響 
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1 はじめに 

 本仕様書は、「情報流通連携基盤の花粉症関連情報における実証に関わる請負」（以下、「本実証」という）にて構築された、「花粉症関連情報流

通連携基盤システム」（以下、「基盤システム」という）で取り扱うデータの規格、およびシステムに実装される「花粉症関連情報流通連携基盤共通

API」（以下、「API」という）の仕様ついて説明したものである。 

API 仕様や規格は、可能な限り「情報流通連携基盤外部仕様書 version 1.1 (http://www.opendata.gr.jp/cfc/spec.pdf )」（以下、「外

部仕様書」という）に準拠している。 

本実証のAPIは、図 1.1に示されるように、観測情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報）、花粉症統計情報の検索を可能とし、オープンデー

タ・アプリコンテストで利用されることを目的としている。 

図 1.1 花粉症関連情報実証概要図 

http://www.opendata.gr.jp/cfc/spec.pdf
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2 データ一覧 

 本実証の基盤システムで扱うデータで、API にて検索が可能なオープンデータの一覧を表 2-1 に示す。各データタイトルの詳細は「4 データ詳細」にて説

明する。 

表 2-1 本実証で扱うオープンデータ一覧 

データグループ データタイトル 概要 

観測情報 センサー情報 センサーの属性に関する情報。(株)NTT ドコモが構築した環境センサーネットワーク（ESN）、気

象庁の地域気象観測システム(アメダス)、環境省・千葉県及び県内12市の大気汚染情報観測

局の内、千葉県内で選定されたセンサーとする。 

設置場所情報 センサーの設置場所の緯度、経度、場所名に関する情報。 

観測値情報 花粉情報、気象情報、大気汚染情報の観測値に関する情報。花粉情報は時別及び日別で、

気象情報・大気汚染情報は時別で管理する。 

花粉症統計情報 症状日記情報 花粉症患者に支給した端末から入力された症状日記の内容（日付、入力場所、患者、症状）

を管理する情報。内容は患者本人の同意を得たものである。 

入力場所情報 症状日記を入力した緯度、経度等の情報。 

患者情報 症状日記を入力した患者の年代、性別の情報。 

症状情報 くしゃみ、鼻かみのレベル、服用薬等、患者の症状に関する情報。 

服用薬情報 抗ヒスタミンの経口薬等、患者が服用した薬に関する詳細情報。 
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3 ＡＰＩ機能 

 本実証にてオープンデータを提供するＡＰＩの機能について説明する。 

 本ＡＰＩは外部仕様書の標準ＡＰＩである「3.7 Triple Management Command」の「3.7.1 公開データ検索」「3.7.3 公開データの閲覧」

「3.7.4 公開データの閲覧（プロパティ指定）」に準拠した REST API である。「3.7.1 公開データ検索」には、「3.3.1 場所情報の検索」の一部の

機能を追加している。レスポンス形式は JSON 固定とする。 

 リクエストの URI 表記については、外部仕様書の「2.4.3 URI 表記に関する規定」に従い、以下の表記方法とする。 

① URI が ucode URN の場合 

ucode値に「ucode_」という接頭辞を追加した文字列を付加する。たとえば ucode が「00001C00000000000001000000010000」の場合

は、「ucode_00001C00000000000001000000010000」と表記する。 

② URI がボキャブラリである場合 

名前空間接頭辞とローカル名をアンダースコア"_"で接続した文字列を代替表記とする。たとえば「http://purl.org/dc/elements/1.1/title」の

代わりに「dc_title」と表記する。 

3.1 公開データの検索 

機能概要 

 公開データを検索する。 

メソッド 

 ＧＥＴ 

制約条件 

 情報閲覧が許可されているユーザであればリクエストできる 

ＵＲＩパス 

 http://micp.otenki.co.jp/api/v1/datapoints 
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パラメータ 

 <param>=<value>の形で指定する。「&」により複数指定可能である。詳細は下記の通り。 

① パラメータ <rdf_type> 

<rdf_type>の指定は必須であり、表 3-1 に示す通りである。 

表 3-1 検索パラメータ <rdf_type> 

param 型 value の説明 

rdf_type xsd:anyURI 検索するデータを下記より指定する。複数指定は不可。対応する ucode でも指定可能。 

value 検索対象データ 

sensor_Sensor センサー情報 

uc_SpatialThing 設置場所情報、入力場所情報 

uc_RealEntity 観測値情報 

diary_Diary 症状日記情報 

foaf_Person 患者情報 

hf_Condition 症状情報 

med_OralMedicine 服用薬情報（経口薬） 

med_NoseDrops 服用薬情報（点鼻薬） 

med_EyeDrops 服用薬情報（点眼薬） 
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② センサー情報の検索パラメータ 

<rdf_type>に<sensor_Sensor>を指定した場合、センサー情報を表 3-2 のパラメータで検索可能である。<sensor_Sensor>以外を指定し

た場合は、無効である。複数指定した場合、AND検索となる。 

表 3-2 センサー情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

ug_locatedAt xsd:anyURI[] 設置場所を指定する。設置場所情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

sensor_sensing xsd:string 取付済のセンサーの種類を下記より指定する。カンマ「,」区切りで複数 OR 検索可能。対応する ucode でも

指定可能。 

value センサー種類 

sensor_Pollen 花粉 

sensor_Airtemperature 気温 

sensor_Precipitation 降水量 

sensor_WindDirection 風向 

sensor_WindSpeed 風速 

sensor_SunLight 日照 

sensor_SulfurDioxide 二酸化硫黄 

sensor_NitricMonoxide 一酸化窒素 

sensor_NitrogenDioxide 二酸化窒素 

sensor_NitrogenOxide 窒素酸化物 

sensor_CarbonMonoxide 一酸化炭素 

sensor_PhotochemicalOxidant 光化学オキシダント 

sensor_NonMethaneHydrocarbon 非メタン炭化水素 

sensor_Methane メタン 

sensor_TotalHydrocarbon 全炭化水素 

sensor_AirborneParticle 浮遊粒子状物質 

sensor_MicroparticulateMatter 微小粒子状物質 

sensor_FloatingDust 浮遊粉じん 
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③ 設置場所情報、入力場所情報の検索パラメータ 

<rdf_type>に<uc_SpatialThing>を指定した場合、設置場所情報・入力場所情報を表 3-3 のパラメータで検索可能である。

<uc_SpatialThing>以外を指定した場合は、無効である。<placetype>の指定は必須である。複数指定した場合、AND検索となる。 

表 3-3 設置場所情報、入力場所情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

placetype xsd:string 検索対象データを下記より指定する。 

value 検索対象データ 

obs 設置場所情報 

input 入力場所情報 
 

w3cgeo_lat xsd:double WGS84 での緯度。<w3cgeo_lon>と<radius>の組み合わせで指定する。 

<w3cgeo_lat>、<w3cgeo_lon>、<radius>を指定した場合、指定された点を中心とした指定半径の

円内に含まれるデータを検索する。検索結果は中心から近い順に並ぶ。 

w3cgeo_lon xsd:double WGS84 での経度。<w3cgeo_lat>と<radius>との組み合わせで指定する。 

radius xsd:integer 検索半径[m]。<w3cgeo_lat>と<w3cgeo_lon>との組み合わせで指定する。 

dc_title xsd:string 入力場所名および設置場所名。UTF-8 で URL エンコードして指定する。カンマ「,」区切りで 50 件まで OR

検索可能。 

 

④ 観測値情報の検索パラメータ 

<rdf_type>に<uc_RealEntity>を指定した場合、観測値情報を表 3-4 のパラメータで検索可能である。<uc_RealEntity>以外を指定した場

合は、無効である。<dc_date>または<start_date><end_date>の指定は必須である。複数指定した場合、AND検索となる。 

表 3-4 観測値情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

dc_date xsd:dateTime 検索対象時刻。設定時は<start_date>、<end_date>の指定はできない。カンマ「,」区切りで50件まで

OR検索可能。 

start_date xsd:dateTime 検索開始時刻。<end_date>との組み合わせで指定する。設定時は<dc_date>の指定はできない。 

end_date xsd:dateTime 検索終了時刻。<start_date>との組み合わせで指定する。設定時は<dc_date>の指定はできない。 

dc_creator xsd:anyURI[] センサーを指定する。センサー情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

ug_locatedAt xsd:anyURI[] 観測場所を指定する。設置場所情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 
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⑤ 症状日記情報の検索パラメータ

<rdf_type>に<diary_Diary>を指定した場合、症状日記情報を表 3-5 のパラメータで検索可能である。<diary_Diary>以外を指定した場合

は、無効である。<dc_date>または<start_date><end_date>の指定は必須である。複数指定した場合、AND検索となる。 

表 3-5 症状日記情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

dc_date xsd:dateTime 検索対象時刻。設定時は<start_date>、<end_date>の指定はできない。カンマ「,」区切りで50件まで

OR検索可能。 

start_date xsd:dateTime 検索開始時刻。<end_date>との組み合わせで指定する。設定時は<dc_date>の指定はできない。 

end_date xsd:dateTime 検索終了時刻。<start_date>との組み合わせで指定する。設定時は<dc_date>の指定はできない。 

ug_locatedAt xsd:anyURI[] 入力場所を指定する。入力場所情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

dc_creator xsd:anyURI[] 患者を指定する。患者情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

diary_content xsd:anyURI[] 症状を指定する。症状情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

⑥ 患者情報の検索パラメータ

<rdf_type>に<foaf_Person>を指定した場合、患者情報を表 3-6 のパラメータで検索可能である。<foaf_Person>以外を指定した場合は、

無効である。複数指定した場合、AND検索となる。 

表 3-6 患者情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

foaf_age xsd:integer 年代を指定する。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

foaf_gender xsd:string 性別を下記より指定する。 

value 性別 

male 男 

female 女 



3 ＡＰＩ機能        

 

 
- 9 - 

Copyright(c) Weather Service Co. Ltd. All rights reserved. 

花粉症関連情報実証 API 仕様書 

⑦ 症状情報の検索パラメータ 

<rdf_type>に<hf_Condition>を指定した場合、症状情報を表 3-7 のパラメータで検索可能である。<hf_Condition>以外を指定した場合は、

無効である。複数指定した場合、AND検索となる。症状のレベルについては、表 4-9 で説明する。 

表 3-7 症状情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

hf_sneezing xsd:integer くしゃみのレベルを０～４で指定する。 

hf_noseBlowing xsd:integer 鼻かみのレベルを０～４で指定する。 

hf_stuffyNose xsd:integer 鼻づまりのレベルを０～４で指定する。 

hf_itchyNose xsd:integer 鼻のかゆみのレベルを０～3 で指定する。 

hf_obstacle xsd:integer 生活支障度のレベルを０～4 で指定する。 

hf_itchyEyes xsd:integer 目のかゆみのレベルを０～４で指定する。 

hf_tear xsd:integer 流涙のレベルをを０～４で指定する。 

med_receives xsd:anyURI[] 服用薬を指定する。服用薬情報の ucode を指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

 

⑧ 服用薬情報の検索パラメータ 

<rdf_type>に<med_OralMedicine><med_NoseDrops><med_EyeDrops>を指定した場合、服用薬情報を表 3-8 のパラメータで検

索可能である。<med_OralMedicine><med_NoseDrops><med_EyeDrops>以外を指定した場合は、無効である。 

表 3-8 服用薬情報の検索パラメータ 

param 型 value の説明 

med_type xsd:integer 薬の種類を下記より指定する。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

value 種類 

antihistamine 抗ヒスタミン剤 

steroid ステロイド 

ocd 市販薬 

other その他 
 

 

⑨ offset、limit 

検索結果のうちデータ開始番目、データ数を表 3-9 の通りに要求することができる。 

表 3-9  offset、limit 

param 型 value の説明 

offset xsd:integer 検索結果のデータ開始番目。 

limit xsd:integer 検索結果のデータ数。 
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ステータスコード 

ステータスコードは表 3-10 の通りである。 

表 3-10 公開データ検索のステータスコード 

ステータスコード 意味 

200 OK 正常終了。 

400 Bad Request パラメータ・クエリが正しくない。 

404 Not Found 検索対象の公開データが見つからない。 

500 Internal Error システム内でエラーが発生した 

 

レスポンス 

 レスポンスは表 3-11 の通りである。 

表 3-11 公開データ検索のレスポンス形式 

パラメータ 型 value の説明 

results RDF 検索の結果得られた公開データ。RDF/JSON 形式。 

remains xsd:boolean false（＝レスポンスは残っていない） 
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ＡＰＩの利用例 

 30 代の患者情報を検索するリクエストとレスポンスを例示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レスポンス値は、実在するものではない。） 

HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json; charset=utf-8 

 

{"results": 

 { 

  "urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB1": { 

   "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [ 

    {"value": " http://xmlns.com/foaf/0.1/Person", "type": "uri"}], 

   "http://xmlns.com/foaf/0.1/age": [ 

    {"value": "30", "type": "literal"}], 

   "http://xmlns.com/foaf/0.1/gender": [ 

    {"value": "male", "type": "literal"}] 

  }, 

  "urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB2": { 

   "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [ 

    {"value": " http://xmlns.com/foaf/0.1/Person, "type": "uri"}], 

   "http://xmlns.com/foaf/0.1/age": [ 

    {"value": "30", "type": "literal"}], 

   "http://xmlns.com/foaf/0.1/gender": [ 

    {"value": "female", "type": "literal"}] 

  }, 

  "remains": false 

 } 

} 

 

レスポンス 

GET /api/v1/datapoints?rdf_type=foaf_Person&foaf_age=30  

HTTP/1.1 

Host：micp.otenki.co.jp 

リクエスト 
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3.2 公開データの閲覧 

機能概要 

公開データを閲覧する。 

メソッド 

ＧＥＴ 

制約条件 

 情報閲覧が許可されているユーザであればリクエストできる 

ＵＲＩパス 

 http://micp.otenki.co.jp/api/v1/datapoints/<targets> 

・ <targets>：各データの ucode。（xsd:anyURI[] 型） 

ucode に接頭辞「ucode_」を追加して指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

パラメータ 

 なし 

ステータスコード 

ステータスコードは表 3-12 の通りである。 

表 3-12 公開データ閲覧のステータスコード 

ステータスコード 意味 

200 OK 正常終了。 

400 Bad Request <targets>の指定がされていない、または正しくない。 

404 Not Found 検索対象の公開データが見つからない。 

500 Internal Error システム内でエラーが発生した 

レスポンス 

レスポンスは表 3-13 の通りである。 

表 3-13 公開データ閲覧のレスポンス形式 

パラメータ 型 value の説明 

results RDF 検索の結果得られた公開データ。RDF/JSON 形式。 
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ＡＰＩの利用例 

 urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB3、urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB4 が示す公開デ

ータを閲覧するリクエストとレスポンスを例示する。 

（レスポンス値は、実在するものではない。） 

GET 

/api/v1/datapoints/ucode_00001C00000000000025000000011AB3,ucode_00001C00000000000025000000011AB4 

HTTP/1.1 

Host：micp.otenki.co.jp 

リクエスト 

HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json; charset=utf-8 

{"results": 

 { 

  "urn:ucode:_ucode_00001C00000000000025000000011AB3": { 

 "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [ 

  {"value": " http://uidcenter.org/vocab/ucr/uc#SpatialThing", "type": "uri"}], 

 "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [ 

  {"value": "35.673353", "type": "literal"}], 

 "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lon": [ 

  {"value": "139.765488", "type": "literal"}], 

 "http://purl.org/dc/elements/1.1/title": [ 

 {"value": "東京都中央区銀座", "type": "literal"}] 

  }, 

  "urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB4": { 

 "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [ 

  {"value": " http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#Condition", "type": "uri"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#sneezing": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#noseBlowing": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#stuffyNose": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#itchyNose": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#obstacle": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#itchyEyes": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#tear": [ 

  {"value": "1", "type": "literal"}], 

 "http://uidcenter.org/vocab/ucr/medicine#receives": [ 

 {"value": "urn:ucode:_ 00001C000000000000250000000001CB", "type": "uri"}, 

 {"value": "urn:ucode:_ 00001C000000000000250000000001CF", "type": "uri"}, 

 {"value": "urn:ucode:_ 00001C000000000000250000000001D3", "type": "uri"}] 

  } 

 } 

} 

レスポンス 
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3.3 公開データの閲覧（プロパティ指定） 

機能概要 

 プロパティを指定して、公開データを閲覧する。 

メソッド 

 ＧＥＴ 

制約条件 

 情報閲覧が許可されているユーザであればリクエストできる 

ＵＲＩパス 

 http://micp.otenki.co.jp/api/v1/datapoints/<targets>/<properties> 

・ <targets>：各データの ucode。（xsd:anyURI[] 型） 

ucode に接頭辞「ucode_」を追加して指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

・ <properties>：各データのプロパティ。（xsd:anyURI[] 型） 

「4.データ詳細」で記載されているプロパティを指定。カンマ「,」区切りで OR検索可能。 

パラメータ 

 なし 

ステータスコード 

ステータスコードは表 3-14 の通りである。 

表 3-14 公開データ閲覧（プロパティ指定）のステータスコード 

ステータスコード 意味 

200 OK 正常終了。 

400 Bad Request <targets>の指定がされていない、または正しくない。 

404 Not Found 検索対象の公開データが見つからない。 

500 Internal Error システム内でエラーが発生した 

 

レスポンス 

 レスポンスは表 3-15 の通りである。 

表 3-15 公開データ閲覧（プロパティ指定）のレスポンス形式 

パラメータ 型 value の説明 

results RDF 検索の結果得られた公開データ。RDF/JSON 形式。 
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ＡＰＩの利用例 

 urn:ucode:_UCODE_CONDITION_001 が示すデータの目のかゆみレベルを閲覧するリクエストとレスポンスを例示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB6、urn:ucode:_ 00001C00000000000025000000011AB7 が示すデータの

目のかゆみとくしゃみのレベルを閲覧するリクエストとレスポンスを例示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レスポンスの値は、実在するものではない。） 

GET /api/v1/datapoints/ucode_00001C00000000000025000000011AB5/hf_itchyEyes 

HTTP/1.1 

Host：micp.otenki.co.jp 

リクエスト 

HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json; charset=utf-8 

[ "1" ] 

レスポンス 

GET /api/v1/datapoints/ucode_00001C00000000000025000000011AB6,ucode_00001C00000000000025000000011A 

B7/hf_itchyEyes,hf_sneezing 

HTTP/1.1 

Host：micp.otenki.co.jp 

リクエスト 

HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json; charset=utf-8 

 

{"results": 

 { 

  "urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB6": { 

   "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#sneezing": [ 

    {"value": "1", "type": "literal"}] 

   "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#itchyEyes": [ 

    {"value": "2", "type": "literal"}], 

  }, 

  "urn:ucode:_00001C00000000000025000000011AB7": { 

   "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#sneezing": [ 

    {"value": "2", "type": "literal"} 

   ] 

   "http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver#itchyEyes": [ 

    {"value": "3", "type": "literal"}], 

  } 

 } 

} 

レスポンス 
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4 データ詳細 

データ一覧の各データタイトルをプロパティ一覧にて詳細に説明する。 

4.1 観測情報 

センサーで観測された花粉飛散情報、気象情報、大気汚染情報。 

プロパティ一覧に記載しているクラス・インスタンス・プロパティは、ボキャブラリセットの名前空間に対して表 4-1 の通りの接頭辞で説明する。 

表 4-1 観測情報の名前空間と接頭辞 

名前空間 接頭辞 

http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns# rdf 

http://purl.org/dc/elements/1.1/ dc 

http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos# w3cgeo 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/uc# uc 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/ug# ug 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/sensor# sensor 

4.1.1 センサー情報 

概要 

センサーの属性に関する情報。(株)NTTドコモが構築した環境センサーネットワーク（ESN）、気象庁の地域気象観測システム(アメダス)、環境省・千

葉県及び県内１２市の大気汚染情報観測局の内、千葉県内で選定されたセンサーとする。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-2 に示す。 

表 4-2 センサー情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1 rdf:type 主語のクラス uri sensor:Sensor 

2 ug:localAt 設置場所 uri [ucode] 設置場所情報の ucode 

3 sensor:sensing センサーの種類 uri sensor:Pollen センサーの種類が複数ある場合は、複数持

つ。 

4.1.2 設置場所情報 

概要 

センサーの設置場所の緯度、経度、場所名に関する情報。 

プロパティ一覧 
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プロパティ一覧を表 4-3 に示す。 

表 4-3 設置場所情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri uc:SpatialThing  

2  w3cgeo:lat WGS84 の緯度 literal 35.763333 小数第６位 

3  w3cgeo:lon WGS84 の経度 literal 140.385000 小数第 6位 

4  dc:title 設置場所名 literal 千葉県成田市木の根 UTF-8 

 

4.1.3 観測値情報 

概要 

花粉情報、気象情報、大気汚染情報の観測値に関する情報。花粉情報は時別及び日別で、気象情報・大気汚染情報は時別で管理する。 

観測値の単位は固定とし、単位インスタンスは持たない。件数は約 4,500 件／日である。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-4 に示す。 

表 4-4 観測値情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri uc:RealEntity  

2  dc:creator センサー uri [ucode] センサー情報の ucode 

3  ug:localAt 観測場所 uri [ucode] 設置場所情報の ucode 

4  dc:date 観測日時 literal 2013-12-18T 

11:00:00+0900 

W3C-DTF 形式 

5  uc:pollenDaily 日別花粉粒子

数 

literal 59 単位 [個/m3/時] ※時間換算する 

dc:date の時刻が 00:00 (HH:DD)の情

報のみに持つ（「6.1 観測値情報」参照） 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

6  uc:pollenLevelDaily 日別花粉飛散

レベル 

literal 3 単位 [レベル] (1～5) 

日別花粉粒子数により判定される 

5 : 251 以上 （非常に多い） 

4 : 151～250 （多い） 

3 : 51～150 （やや多い） 

2 : 1～50 （少ない） 

1 : 0 （ほとんど無い） 

dc:date の時刻が 00:00 (HH:DD)の情

報にのみ持つ（「6.1 観測値情報」参照） 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 
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No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

7 uc:pollenHourly 時別花粉粒子

数 

literal 0 単位 [個/m3/時]  

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

8 uc:pollenLevelHourly 時別花粉飛散

レベル 

literal 1 単位 [レベル] (1～5) 

時別花粉粒子数により判定される。 

※判定条件は日別花粉飛散レベルと同様。 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

9 uc:temprature 気温 literal 20.1 単位 [℃] 小数第 1位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

10 uc:precipitation 降水量 literal 3 単位 [mm]  

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

11 uc:windDirection 風向 literal 340 単位[度] (0～360) 

東:90、北:360、風速 0 は 0 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

12 uc:windSpeed 風速 literal 1.3 単位 [m/s] 小数第 1位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

13 uc:sunLight 日照時間 literal 34 単位 [分] (0～60) 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

14 uc:sulfurDioxide 二酸化硫黄 literal 0.001 単位 [ppm] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

15 uc:nitricMonoxide 一酸化窒素 literal 0.087 単位 [ppm] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

16 uc:nitrogenDioxide 二酸化窒素 literal 0.043 単位 [ppm] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

17 uc:nitrogenOxide 窒素酸化物 literal 0.099 単位 [ppm] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

18 uc:carbonMonoxide 一酸化炭素 literal 0.7 単位 [ppm] 小数第 1位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

19 uc:photochemicalOxidant 光化学オキシダ

ント 

literal 0.003 単位 [ppm] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

20 uc:nonMethaneHydrocarbon 非メタン炭化水

素 

literal 0.43 単位 [ppmC] 小数第 2位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

21 uc:methane メタン literal 2.01 単位 [ppmC] 小数第 2位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

22 uc:totalHydrocarbon 全炭化水素 literal 2.21 単位 [ppmC] 小数第 2位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

23 uc:airborneParticle 浮遊粒子状物

質 

literal 0.029 単位 [mg/m3] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 
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No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

24  uc:microparticulateMatter 微小粒子状物

質 

literal 29 単位 [μg/m3] 整数 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

25  uc:floatingDust 浮遊粉じん literal 0.050 単位 [mg/m3] 小数第 3位 

非正常値・欠測・未観測の場合は持たない 

 

4.2 花粉症統計情報 

花粉症患者の症状に関する情報。 

プロパティ一覧に記載しているクラス・インスタンス・プロパティは、ボキャブラリセットの名前空間に対して表 4-5 の通りの接頭辞で説明する。 

表 4-5 花粉症統計情報の名前空間と接頭辞 

名前空間 接頭辞 

http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns# rdf 

http://purl.org/dc/elements/1.1/ dc 

http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos# w3cgeo 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/uc# uc 

http://xmlns.com/foaf/0.1/ foaf 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/diary# diary 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver# hf 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/medicine# med 

 

4.2.1 症状日記情報 

概要 

花粉症患者に支給した端末から入力された症状日記の内容（日付、入力場所、患者、症状）を管理する情報。内容は患者本人の同意を得たも

のである。症状日記はその日の日中の症状を「夜」、前日夜からその日の朝までの症状を「朝」として１日２回の内容が入力される。件数は約 90 件／日

である。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-6 に示す。 

表 4-6 症状日記情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri diary:Diary  

2  ug:localAt 入力場所 uri [ucode] 入力場所情報の ucode 

3  dc:date 入力日時 literal 2013-12-18T18:00:00+0900 W3C-DTF 形式 

「朝」の入力時刻を 06:00、「夜」の入力時

刻を 18:00 に固定する。 

4  dc:creator 患者 uri [ucode] 患者情報の ucode 
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5  diary:content 日記の内容 uri [ucode] 症状情報の ucode 

 

4.2.2 入力場所情報 

概要 

症状日記を入力した緯度、経度等の情報。件数は約 90 件／日である。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-7 に示す。 

表 4-7 入力場所情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri uc:SpatialThing  

2  w3cgeo:lat WGS84 の緯度 literal 35.673353 小数第６位 

不明の場合は「-」を設定 

3  w3cgeo:lon WGS84 の経度 literal 139.765488 小数第６位 

不明の場合は「-」を設定 

4  dc:title 入力場所名 literal 東京都中央区銀座 UTF-8 住所 

不明の場合は「不明」を設定 

 

4.2.3 患者情報 

概要 

 症状日記を入力した患者の年代、性別の情報。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-8 に示す。 

表 4-8 患者情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri foaf:Person  

2  foaf:age 年代 literal 40 (例)20～29 歳：20 

3  foaf:gender 性別 literal male 設定値は以下の通り 

male : 男 

female : 女 
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4.2.4 症状情報 

概要 

くしゃみ、鼻かみの症状レベル、服用薬等、患者の症状に関する情報。件数は約 90 件／日である。 

症状は表 4-9 の通り、「アレルギー疾患・治療ガイドライン」の指針に準拠したレベル値で表される。 

表 4-9 花粉症の症状レベル 

症状 レベル 症状の度合 

くしゃみ 

鼻かみ 

0 なし 

1 1～5 回/日 

2 6～10 回/日 

3 11～20 回/日 

4 21 回/日以上 

鼻づまり 0 なし 

1 口呼吸はまったくないが、鼻づまりはある 

2 鼻づまりが強く、口呼吸が 1日のうち時々ある 

3 鼻づまりが非常に強く、口呼吸が 1日のうちかなりの時間ある 

4 1 日中完全につまっている 

鼻のかゆみ 0 なし 

1 鼻がむずむずするが、あまり気にならない 

2 鼻がむずむずし、ときに鼻をこすったり、鼻をかみたくなる 

3 鼻がむずむずし、たびたび鼻をこすったり、鼻をかむ 

生活支障度 0 差し支えない 

1 あまり差し支えない 

2 レベル 1 と 3 の中間 

3 手につかないほど苦しい 

4 まったくできない 

眼のかゆみ 0 なし 

1 眼をこするほどではない 

2 ときに眼をこする 

3 たびたび眼をこする 

4 レベル 3 以上 

流涙 0 なし 

1 涙をふくほどではない 

2 ときに涙をふく 

3 たびたび涙をふく 

4 レベル 3 以上 
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プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-10 に示す。 

表 4-10 症状情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri hf:Condition  

2  hf:sneezing くしゃみ literal 4 単位 [レベル] (0～4) 

3  hf:noseBlowing 鼻かみ literal 0 単位 [レベル] (0～4) 

4  hf:stuffyNose 鼻づまり literal 3 単位 [レベル] (0～4) 

5  hf:itchyNose 鼻のかゆみ literal 2 単位 [レベル] (0～3) 

6  hf:obstacle 生活支障度 literal 1 単位 [レベル] (0～4) 

7  hf:itchyEyes 眼のかゆみ literal 4 単位 [レベル] (0～4) 

8  hf:tear 流涙 literal 2 単位 [レベル] (0～4) 

9  med:recives 服用薬 uri [ucode] 服用薬情報の ucode 

最大で 3 種類持つ（経口薬、点鼻薬、点

眼薬） 

何も服用していない場合は持たない 

 

4.2.5 服用薬情報 

概要 

抗ヒスタミン剤の経口薬等の、患者が服用した薬に関する詳細情報。 

プロパティ一覧 

プロパティ一覧を表 4-11 に示す。 

表 4-11 服用薬情報のプロパティ一覧 

No. プロパティ 意味 type 例 補足/備考 

1  rdf:type 主語のクラス uri med:OralMedicine 設定クラスは以下の通り 

med:OralMedicine : 服用薬 

med:NoseDrops : 点鼻薬 

med:EyeDrops : 点眼薬 

2  med:type 種類 literal antihistamine 設定値は以下の通り 

antihistamine : 抗ヒスタミン剤 

steroid : ステロイド 

ocd : 市販薬 (over-the-counter drug) 

other : その他 
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5 ボキャブラリ定義 

  本実証で新規に定義するボキャブラリを定義する。一部のボキャブラリは、外部仕様書の「4.3 ボキャブラリ」に定義されているボキャブラリセットを拡張し

て定義する。 

5.1 事物の基本クラス・物理量に関する基本事項ボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/uc# 

接頭辞 

uc 

プロパティ 

 本実証で新規に定義するプロパティを表 5-1 に示す。外部仕様書の定義を拡張する。 

表 5-1 事物の基本クラス・物理量に関する基本事項ボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE0000000000000000000000801D uc:physicalAmount uc:relation uc:RealEntity 物理量 

0FFFDE0000000000000000000000801E uc:meteorologicalAmount uc:physicalAmount uc:RealEntity 気象関連量 

0FFFDE0000000000000000000000801F uc:pollenHourly uc:relation uc:RealEntity 時別花粉粒子数 

0FFFDE00000000000000000000008020 uc:pollenDaily uc:relation uc:RealEntity 日別花粉粒子数 

0FFFDE00000000000000000000008021 uc:pollenLevelHourly uc:relation uc:RealEntity 時別花粉飛散レベル 

0FFFDE00000000000000000000008022 uc:pollenLevelDaily uc:relation uc:RealEntity 日別花粉飛散レベル 

0FFFDE00000000000000000000008023 uc:precipitation uc:relation uc:RealEntity 降水量 

0FFFDE00000000000000000000008024 uc:windDirection uc:relation uc:RealEntity 風向 

0FFFDE00000000000000000000008025 uc:windSpeed uc:relation uc:RealEntity 風速 

0FFFDE00000000000000000000008026 uc:sunLight uc:relation uc:RealEntity 日照 

0FFFDE00000000000000000000008027 uc:sulfurDioxide uc:relation uc:RealEntity 二酸化硫黄 

0FFFDE00000000000000000000008028 uc:nitricMonoxide uc:relation uc:RealEntity 一酸化窒素 

0FFFDE00000000000000000000008029 uc:nitrogenDioxide uc:relation uc:RealEntity 二酸化窒素 

0FFFDE0000000000000000000000802A uc:nitrogenOxide uc:relation uc:RealEntity 窒素酸化物 

0FFFDE0000000000000000000000802B uc:carbonMonoxide uc:relation uc:RealEntity 一酸化炭素 

0FFFDE0000000000000000000000802C uc:photochemicalOxidant uc:relation uc:RealEntity 光化学オキシダント 

0FFFDE0000000000000000000000802D uc:nonMethaneHydrocarbon uc:relation uc:RealEntity 非メタン炭化水素 

0FFFDE0000000000000000000000802E uc:methane uc:relation uc:RealEntity メタン 

0FFFDE0000000000000000000000802F uc:totalHydrocarbon uc:relation uc:RealEntity 全炭化水素 

0FFFDE00000000000000000000008030 uc:airborneParticle uc:relation uc:RealEntity 浮遊粒子状物質 

0FFFDE00000000000000000000008031 uc:microparticulateMatter uc:relation uc:RealEntity 微小粒子状物質 

0FFFDE00000000000000000000008032 uc:floatingDust uc:relation uc:RealEntity 浮遊粉じん 

0FFFDE00000000000000000000008033 uc:snowAccumulation uc:relation uc:RealEntity 積雪量 

0FFFDE00000000000000000000008034 uc:snowFall uc:relation uc:RealEntity 降雪量 
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5.2 地物に関する基本事項ボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/ug# 

接頭辞 

ug 

プロパティ 

 本実証で新規に定義するプロパティを表 5-2 に示す。外部仕様書の定義を拡張する。 

表 5-2 地物に関する基本事項ボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE0000000000000000000008801D ug:locatedAt - - ここにある／設置されている 

 

5.3 センサーに関するボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/sensor# 

接頭辞 

sensor 

クラス、インスタンス 

 本実証で新規に定義するクラスインスタンスを表 5-3 に示す。 

表 5-3 センサーに関するボキャブラリセットのクラス、インスタンス 

ucode alias URI rdfs:subClassOf 意味 

0FFFDE000000000000000000001C0001 sensor:Sensor uc:RealEntity センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0002 sensor:Pollen sensor:Sensor 花粉センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0003 sensor:Airtemperature sensor:Sensor 気温センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0004 sensor:Precipitation sensor:Sensor 降水量センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0005 sensor:WindDirection sensor:Sensor 風向センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0006 sensor:WindSpeed sensor:Sensor 風速センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0007 sensor:SunLight sensor:Sensor 日照センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0008 sensor:SulfurDioxide sensor:Sensor 二酸化硫黄センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0009 sensor:NitricMonoxide sensor:Sensor 一酸化窒素センサー 

0FFFDE000000000000000000001C000A sensor:NitrogenDioxide sensor:Sensor 二酸化窒素センサー 

0FFFDE000000000000000000001C000B sensor:NitrogenOxide sensor:Sensor 窒素酸化物センサー 
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ucode alias URI rdfs:subClassOf 意味 

0FFFDE000000000000000000001C000C sensor:CarbonMonoxide sensor:Sensor 一酸化炭素センサー 

0FFFDE000000000000000000001C000D sensor:PhotochemicalOxidant sensor:Sensor 光化学オキシダントセンサー 

0FFFDE000000000000000000001C000E sensor:NonMethaneHydrocarbon sensor:Sensor 非メタン炭化水素センサー 

0FFFDE000000000000000000001C000F sensor:Methane sensor:Sensor メタンセンサー 

0FFFDE000000000000000000001C0010 sensor:TotalHydrocarbon sensor:Sensor 全炭化水素センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0011 sensor:AirborneParticle sensor:Sensor 浮遊粒子状物質センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0012 sensor:MicroparticulateMatter sensor:Sensor 微小粒子状物質センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0013 sensor:FloatingDust sensor:Sensor 浮遊粉じんセンサー 

0FFFDE000000000000000000001C0014 sensor:Humidity sensor:Sensor 湿度センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0015 sensor:AirPressure sensor:Sensor 気圧センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0016 sensor:SnowAccumulation sensor:Sensor 積雪量センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0017 sensor:SnowFall sensor:Sensor 降雪量センサー 

0FFFDE000000000000000000001C0018 sensor:Weather sensor:Sensor 天候センサー 

プロパティ 

 本実証で新規に定義するプロパティを表 5-4 に示す。 

表 5-4 センサーに関するボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE000000000000000000001C8001 sensor:sensing - sensor:Sensor 観測可能なセンサーの種類 

 

5.4 日記に関するボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/sensor# 

接頭辞 

sensor 

クラス、インスタンス 

 本実証で新規に定義するクラスインスタンスを表 5-5 に示す。 

表 5-5 日記に関するボキャブラリセットのクラス、インスタンス 

ucode alias URI rdfs:subClassOf 意味 

0FFFDE000000000000000000001C0101 diary:Diary uc:Content 日記 

プロパティ 

 本実証で新規に定義するプロパティを表 5-6 に示す。 

表 5-6 日記に関するボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE000000000000000000001C8101 diary:content - diary:Diary 内容 
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5.5 花粉症に関するボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/hayfaver# 

接頭辞 

hf 

クラス、インスタンス 

本実証で新規に定義するクラスインスタンスを表 5-7 に示す。 

表 5-7 花粉症に関するボキャブラリセットのクラス、インスタンス 

ucode alias URI rdfs:subClassOf 意味 

0FFFDE000000000000000000001C0201 hf:Condition uc:RealEntity 症状 

プロパティ 

本実証で新規に定義するプロパティを表 5-8 に示す。 

表 5-8 花粉症に関するボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE000000000000000000001C8201 hf:sneezing - hf:Condition くしゃみ 

0FFFDE000000000000000000001C8202 hf:noseBlowing - hf:Condition 鼻かみ 

0FFFDE000000000000000000001C8203 hf:stuffyNose - hf:Condition 鼻づまり 

0FFFDE000000000000000000001C8204 hf:itchyNose - hf:Condition 鼻のかゆみ 

0FFFDE000000000000000000001C8205 hf:obstacle - hf:Condition 生活支障度 

0FFFDE000000000000000000001C8206 hf:itchyEyes - hf:Condition 眼のかゆみ 

0FFFDE000000000000000000001C8207 hf:tear - hf:Condition 流涙 

5.6 医薬品に関するボキャブラリセット 

名前空間 

http://uidcenter.org/vocab/ucr/medicine# 

接頭辞 

med 

クラス、インスタンス 

本実証で新規に定義するプロパティを表 5-9 に示す。 
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表 5-9 医薬品に関するボキャブラリセットのクラス、インスタンス 

ucode alias URI rdfs:subClassOf 意味 

0FFFDE000000000000000000000F0001 med:Medicine uobj:Product 医薬品 

0FFFDE000000000000000000000F0004 med:Prescription med:Medicine 処方薬（医療用医薬品） 

0FFFDE000000000000000000000F0005 med:OTC med:Medicine 市販薬（over-the-counter medicine） 

0FFFDE000000000000000000000F0006 med:OralMedicine med:Medicine 内服薬・経口薬 

0FFFDE000000000000000000000F0007 med:InjectionDrug med:Medicine 注射薬 

0FFFDE000000000000000000000F0008 med:ExternalMedicine med:Medicine 外用薬 

0FFFDE000000000000000000000F0009 med:AgentsForEpidermis med:ExternalMedicine 外皮用薬 

0FFFDE000000000000000000000F000A med:Ointment med:AgentsForEpidermis 塗布剤 

0FFFDE000000000000000000000F000B med:Patch med:AgentsForEpidermis 貼付剤 

0FFFDE000000000000000000000F000C med:Aerosols med:AgentsForEpidermis エアゾール剤 

0FFFDE000000000000000000000F000D med:EyeDrops med:ExternalMedicine 点眼薬 

0FFFDE000000000000000000000F000E med:NoseDrops med:ExternalMedicine 点鼻薬 

0FFFDE000000000000000000000F000F med:OralMucosalMedicine med:ExternalMedicine 口腔薬 

0FFFDE000000000000000000000F0010 med:Mouthwash med:OralMucosalMedicine 含嗽剤（うがい薬） 

0FFFDE000000000000000000000F0011 med:MistMedicine med:OralMucosalMedicine 噴霧薬 

0FFFDE000000000000000000000F0012 med:Suppository med:ExternalMedicine 坐薬・坐剤 

0FFFDE000000000000000000000F0013 med:InfusionOintment med:Suppository 

med:Suppository 

注入軟膏 

0FFFDE000000000000000000000F0014 med:Enema med:Suppository 浣腸剤 

 

プロパティ 

 本実証で新規に定義するプロパティを表 5-10 に示す。 

表 5-10 医薬品に関するボキャブラリセットのプロパティ 

ucode alias URI rdfs:subPropertyOf rdfs:domain 意味 

0FFFDE000000000000000000000F800A med:title uobj:title med:Medicine 薬の名称 

0FFFDE000000000000000000000F800D med:type rdf:type med:Medicine 医薬品のタイプ 

0FFFDE000000000000000000000F800E med:receives uc:relation uc:RealEntity 
主語は，目的語の医薬品 

を投与されている 
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6 データの公開時期 

「観測値情報」、「症状日記情報」、「入力場所情報」、「症状情報」は、基盤システムで収集後、最新のデータが公開される。これらのデータ公開タイミ

ングについて説明する。 

基盤システムでの観測値の収集遅延、或いは基盤システム内の障害等、予期せぬ不具合が発生した場合は、公開が遅れる可能性がある。 

6.1 観測値情報 

時別の観測値を公開する。観測日時（dc:date）は毎正時である。但し、日別の観測値（日別花粉粒子数、日別花粉粒子レベル）に関しては観

測日時 00:00 のデータにて公開する。 

観測日時からオープンデータの公開までは、プロパティにより異なるタイムラグが発生する。公開前の観測値についてはプロパティを持たない。大まかな目安

は表 6-1 の通りである。 

表 6-1 観測値情報のデータ公開時期 

プロパティ データ公開の目安 

uc:pollenDaily dc:date の翌日 0時 20 分頃 

uc:pollenLevelDaily dc:date の翌日 0時 20 分頃 

uc:pollenHourly dc:date の約 20 分後 

uc:pollenLevelHourly dc:date の約 20 分後 

uc:temprature dc:date の約 15 分後 

uc:precipitation dc:date の約 15 分後 

uc:windDirection dc:date の約 15 分後 

uc:windSpeed dc:date の約 15 分後 

uc:sunLight dc:date の約 15 分後 

uc:sulfurDioxide dc:date の約 90 分後 

uc:nitricMonoxide dc:date の約 90 分後 

uc:nitrogenDioxide dc:date の約 90 分後 

uc:nitrogenOxide dc:date の約 90 分後 

uc:carbonMonoxide dc:date の約 90 分後 

uc:photochemicalOxidant dc:date の約 90 分後 

uc:nonMethaneHydrocarbon dc:date の約 90 分後 

uc:methane dc:date の約 90 分後 

uc:totalHydrocarbon dc:date の約 90 分後 

uc:airborneParticle dc:date の約 90 分後 

uc:microparticulateMatter dc:date の約 90 分後 

uc:floatingDust dc:date の約 90 分後 
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例として、dc:date が 2014/01/15 00:00 の観測値情報について、検索時刻別の状態変化を示す。 

（説明に不要なプロパティは省略している。） 

 

① 2014/01/15 00:15 に検索した情報 

 

② 2014/01/15 00:20 に検索した情報 

⇒ uc:pollenHourly と uc:pollenLevelHourly が追加されている 

 

 

③ 2014/01/16 00:20 に検索した情報 

⇒ uc:pollenDaily と uc:pollenLevelDaily が追加されている 
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uc:temperature 
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6.2 症状日記情報 

 花粉症患者に支給した端末から、日記が入力されたタイミングで公開する。患者は端末から「日記日付」と「朝/夜」を選択して入力する。これら選択結

果は、「朝」を 06:00、「夜」を 18:00 に固定とした入力日時(dc:date)となる。したがって、公開日と入力日時は必ずしも一致しない。患者が、一度入

力した症状の内容を修正した場合、公開データは更新される。 

6.3 入力場所情報 

 症状日記が入力されたタイミングで公開する。 

6.4 症状情報 

 症状日記が入力されたタイミングで公開する。患者が、一度入力した症状の内容を修正した場合、公開データは更新される。 
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7 注意事項 

ＡＰＩの利用に関しては、コンテストの利用規約をよく読み、利用規約に同意の上、利用してください。 

利用の際は、「4 データ詳細」の概要で示した件数を参考にし、取得件数が膨大になるようなパラメータの設定は避けてください。 

基盤システムの安定稼働を目的とした、ベーシック認証による制限をかけています。利用を希望される方は、必要な情報を開発者サイトより問い合わせ

をお願いします。接続に必要な情報をご返信いたします。 
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「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」研究計画

１．試験の背景

 スギ花粉症は国民のおよそ３割が罹患している国民病であり、花粉症への患者個人の対応が重要な課題

となっている。花粉症の発症や症状の軽重には、花粉飛散量だけでなく、気象や大気の状況など、複数の

要因が影響を与えていると考えられる。花粉症対策の観点から、花粉症関連情報の公開や積極的活用が求

められている。総務省は「情報流通基盤の花粉症関連情報における実証」と称した、花粉症に関する情報

システムの構築に乗り出し、ウェザー・サービス株式会社が実際の検証を請け負うこととなった。具体的

に今回のプロジェクトでは、花粉症関連情報の項目は①花粉飛散量情報、②気象情報、③大気汚染情報、

④スギ花粉症患者の症状に大別されるが、このうち④に関しての情報収集を千葉大学大学院医学研究院耳

鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室にウェザー・サービス株式会社は委託した。

２．試験の目的と必要性

 スギ花粉症ボランティアを対象に、スギ花粉飛散期の患者個人の症状について把握し、ウェザー・サー

ビス株式会社へ情報を提供する。これらの症状の情報と、花粉症に関する環境情報（花粉飛散量情報、気

象情報、大気汚染情報）との関連をウェザー・サービス社で検証する。このような花粉症に関する情報シ

ステムの構築によって、患者個人が効率的に花粉症対策をすることができる。

３．対象患者 

対象疾患名：スギ花粉症 

（選択基準） 

・過去２年間にスギ花粉症の症状を有していた者 

・同意取得時において年齢が 20 歳以上の者 

・本試験の参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の上、患者本人の自由意思による文書同意が

得られた者 

（除外基準）

・スギ花粉症の症状に影響を与える鼻疾患（鼻中隔彎曲症、慢性副鼻腔炎など）を有する者

・携帯端末の操作ができない者 

・携帯端末の症状入力を継続できない者 

・試験責任(分担)医師が被験者として不適当と判断した者 

４． 被験者に説明し同意を得る方法

倫理審査委員会で承認の得られた同意説明文書を被験者に渡し、文書および口頭による十分な説明を行い被

験者の自由意思による同意を文書で得る。被験者の同意に影響を及ぼすと考えられる有効性や安全性等の情報

が得られたときや被験者の同意に影響を及ぼすような実施計画等の変更が行われるときは、速やかに被験者に情

報提供し、試験等に参加するか否かについて被験者の意思を予め確認するとともに、事前に倫理審査委員会の承

認を得て同意説明文書等の改訂を行い、被験者の再同意を得る。

５．試験の方法

各参加者について、携帯端末を用いて花粉飛散期間の症状を毎日送信して頂く（２０１４年２月～４月）。

また、同意を得ることができた参加者については、端末の有する GPS（グローバルポジショニングシステ

ム）機能を用いて位置把握を行い、移動位置から算出された正確な花粉曝露量を測定する。研究の前後で

受診をお願いし、端末の使用方法の説明、採血、鼻汁の採取など行う。携帯端末と使用者に関しては全て
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匿名化暗号化し、千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室でのみ把握できるものとする。 

６. 評価項目

以下の表のとおりに入力を依頼する。 

鼻の症状 

くしゃみ くしゃみ発作の数です。連続した場合も１回に数えます。 

鼻みず 鼻をかんだ回数を書いてください。 

鼻づまり 

鼻づまりがないとき（－）、多少鼻づまりがあるとき（＋）、片方が完全につまっているとき  （＋

＋）、両方とも完全につまることが少しあるとき（＋＋＋）、両方とも完全に長時間つまっているとき

（＋＋＋＋） 

眼の症状 

かゆみ ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋＋） 

涙 
でないとき（－）、多少でるとき（＋）、かなりでるとき（＋＋）、たくさんでて仕事などが手につか

ないとき（＋＋＋） 

のどの症状 かゆみ ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋＋） 

日常生活の

支障度 

苦痛・不眠  

いらいらなど 

支障なし（－）、多少の苦痛を感じる（＋）、かなりの苦痛を感じる（＋＋）、我慢できない程度の苦

痛で夜も寝られない（＋＋＋） 

治療（薬剤名

も記入して

下さい） 

内服 内服をした場合、薬名と数量を入力してください。 

点眼 点眼の薬名と数を入力して下さい。 

点鼻 点鼻の薬名と数を入力して下さい。 

７．実施計画書からの逸脱の報告

○ 試験責任医師または試験分担医師は、研究代表者の事前の合意および倫理審査委員会の事前の審査に

基づく研究院長の承認を得る前に、試験実施計画書からの逸脱あるいは変更を行わない。

○ 試験責任医師または試験分担医師は、被験者の緊急の危険を回避するため等のやむを得ない理由によ

り、研究代表者との事前の合意および倫理審査委員会の事前の承認を得る前に、試験実施計画書から

の逸脱あるいは変更を行うことができる。その際には、試験責任医師または試験分担医師は、逸脱ま

たは変更の内容および理由ならびに試験実施計画書等の改訂が必要であればその案を速やかに、研究

代表者および倫理審査委員会に提出し、研究代表者、倫理審査委員会および研究院長の承認を得るも

のとする。

○ 試験責任医師または試験分担医師は、試験実施計画書からの逸脱があった場合は、逸脱事項をその理

由とともに全て記録し、試験責任医師は、医療機関で定めた所定の様式により研究院長および試験の

代表者に報告しなければならない。試験責任医師は、これらの写しを保存しなければならない。

８．試験の終了、中止、中断

（１）試験の終了

以下の事項について記載する。

○ 各施設での試験の終了時には、試験責任医師は、速やかに試験終了報告書を研究院長に提出する。多

施設において実施する場合は、研究代表者にも終了報告書を提出する。

（２）試験の中止、中断

以下の事項等について適宜記載する。

○ 試験責任医師は、以下の事項に該当する場合は試験実施継続の可否を検討する。

1） 被験者のリクルートが困難で予定症例を達成することが到底困難であると判断されたとき。 
2） 予定症例数または予定期間に達する前に、（中間解析等により）試験の目的が達成されたとき。 
3） 倫理審査委員会により、実施計画等の変更の指示があり、これを受入れることが困難と判断され
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たとき。

○ 倫理審査委員会により、中止の勧告あるいは指示があった場合は、試験を中止する。

○ 多施設で行う場合は、研究代表者あるいは研究計画書で規定する委員会等で、上記の事項を検討し、

試験の継続の可否を検討する。

○ 試験の中止または中断を決定した時は、速やかに研究院長にその理由とともに文書で報告する。

９．試験実施期間

平成２５年１１月承認後から平成２６年１１月３０日まで

１０．データの集計

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科頭頸部腫瘍学にて全対象者の症状記録を集計する。集計結果はウ

ェザー・サービス社に提供し、同社にて他項目との関連について検証する。

１１．目標症例数および設定根拠

検証的研究ではないため、症例数の設定は必要ないが５０例を目標とする。

１２．被験者の費用負担

試験に参加することで被験者の費用負担はない。１回の受診につき交通費も含めた７０００円の負担軽

減費を支払う。

１３．被験者の人権および安全性・不利益に対する配慮ならびに個人情報保護

（１）人権への配慮（プライバシーの保護）

○ 試験実施に係る生データ類および同意書等を取扱う際は、被験者の秘密保護に十分配慮する。病院外

に提出する症例報告書等では、被験者識別コード等を用いて行う。試験の結果を公表する際は、被験

者を特定できる情報を含まないようにする。試験の目的以外に、試験で得られた被験者のデータを使

用しない。

○ 被験者の検体等を病院外に出して測定等を行う場合は、匿名化・保管・廃棄方法、閲覧者の範囲等に

ついて規定する。

（２）安全性・不利益への配慮

○ 有害事象発生時の対処方法：速やかに適切な診察と処置を行う。

（３）個人情報保護

○ あらかじめ被験者の同意を得ないで、同意説明文書で特定された利用目的の達成に必要な範囲を超え

て、個人情報を取り扱わない。

（４）GPS 機能に関わる個人情報について 
○ 携帯端末と使用者に関しては全て匿名化暗号化し、千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部

腫瘍学教室でのみ把握できるものとする。

１４．健康被害の補償および保険への加入

（１）健康被害の補償

この研究に関連し、研究期間中に臨床試験が原因で何らかの健康被害が起きた際には、千葉大学医学部

附属病院で医療費の負担なしに適切な治療が受けられることとする。ただし、金銭的な補償はしない。ま

た、健康被害と研究との因果関係が明らかに否定できる場合、研究中でなくても発生したと考えられる事

故による場合、症状が悪化して治療方法を変える必要がある場合、被験者の故意または重大な過失によっ

て生じた場合などは、研究への参加中止に同意した時点から通常の保険診療となるものとする。
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（２）賠償保険への加入

観察研究にて必要なし。

１５．GCP およびヘルシンキ宣言への対応 
本試験は臨床研究に関する倫理指針を準用するものとする。また、ヘルシンキ宣言（2008 年改訂）を遵守して実

施する。 

１６．記録の保存

 収集したデータは千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科頭頸部腫瘍学教室にて保存し、解析を行う。解

析結果はウェザー・サービス株式会社へ提供する。データの保管期間は薬事法施行規則第１０１条で規定

されるように 5年間とする。 

１７．研究結果の公表

研究成果の発表は、症例登録の観察期間が全例終了した段階で当局への最終報告を行うが、必要に応じ

て途中経過を報告できることとする。 

１８．研究組織

研究事務局 

ウェザー・サービス株式会社 

〒286-0033 千葉県成田市花崎町959番 第一森田ビル3階  TEL03-6228-6380 

代表：横田匡彦 

花粉症症状に関する研究組織と役割分担 

千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科 043-777-7171 内 5353 

教授 ○岡本美孝 本臨床試験の管理と遂行の総責任。 

講師 櫻井大樹 症状記録の集計 

助教 米倉修二 同 上 

特任助教 山本陛三朗 同 上 

１９．研究資金および利益相反

今回の研究はウェザー・サービス株式会社と契約が交わされ、研究資金は総務省より提供される「情報

流通基盤の花粉症関連情報における実証に係る請負」の必要資金の一部である。本試験の計画・実施・報告

において、試験の結果および結果の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益の衝突」は存在しないこと、および

試験の実施が被験者の権利・利益をそこねることがないことを確認する。 

２０．実施計画書等の変更

実施計画書や同意説明文書の変更（改訂）を行う場合は予め各医療機関の治験審査委員会あるいは倫理

審査委員会の承認を必要とする。
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「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」

の説明書 

1. はじめに

本文書は，あなたに研究内容，同意に関する事柄などについて説明したものです。この

研究は千葉大学大学院医学研究院の倫理審査委員会で，人権擁護の面を含めその倫理性に

ついて検討を受け承認されております。この文書をよく理解した上であなたが研究に同意

していただける場合には，「同意書」に署名をお願いいたします。もちろん，同意いただけ

ないからといって，そのことによりあなたが不利益をこうむることは一切ありません。 

なお，私の説明や以下の文書の中でわかりづらい点，もっと説明して欲しいことがあり

ましたら，遠慮なく質問してください。 

2. この試験の目的

スギ花粉症は国民のおよそ３割が罹患している国民病であり、花粉症への患者個人の対

応が重要な課題となっています。花粉症の発症や症状の軽重には、花粉飛散量だけでなく、

気象状況など、複数の要因が影響を与えていると考えられています。花粉症対策の観点か

ら、花粉症関連情報の公開や積極的活用が求められています。そこで今回の研究では、花

粉症患者様の症状を調べ、①花粉飛散量情報、②気象情報、③大気汚染情報との関連を調

べます。総務省は「情報流通基盤の花粉症関連情報における実証」と称した、花粉症に関

する情報システムの構築を計画し、ウェザー・サービス株式会社が実際の検証を請け負う

こととなりました。今回の皆さんの症状の情報収集に関しては、千葉大学大学院医学研究

院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室にウェザー・サービス株式会社が委託したものです。 

3．この試験の方法 

各参加者について、携帯端末を用いて花粉飛散期間（２０１４年２月～４月）の症状を

毎日送信して頂きます。携帯端末の使用法については一度説明会を開き、練習をして頂き

ます。送信を忘れた場合は、翌日送信忘れの注意メールが届きますので、直ちに送信をお

願いします。また研究の前後で２回受診し、採血、鼻汁の採取などお願いすることがあり

ます。症状の項目は次ページの表のとおりです。 

また、同意を得ることができた方については、端末の有する GPS（グローバルポジショ

ニングシステム）機能を用いて位置把握を行い、移動位置から算出された正確な花粉曝露

量を測定させて頂きます。使用者名、携帯端末に関しては全て匿名化暗号化し、千葉大学

大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室でのみ把握できるものします。 



鼻の症状 

くしゃみ くしゃみ発作の数です。連続した場合も１回に数えます。 

鼻みず 鼻をかんだ回数を書いてください。 

鼻づまり 

鼻づまりがないとき（－）、多少鼻づまりがあるとき（＋）、片方が完全につまっていると

き  （＋＋）、両方とも完全につまることが少しあるとき（＋＋＋）、両方とも完全に長

時間つまっているとき（＋＋＋＋） 

眼の症状 

かゆみ 
ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋

＋） 

涙 
でないとき（－）、多少でるとき（＋）、かなりでるとき（＋＋）、たくさんでて仕事など

が手につかないとき（＋＋＋） 

のどの症状 かゆみ 
ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋

＋） 

日常生活の

支障度 

苦痛・不眠         

いらいらなど 

支障なし（－）、多少の苦痛を感じる（＋）、かなりの苦痛を感じる（＋＋）、我慢できな

い程度の苦痛で夜も寝られない（＋＋＋） 

治療（薬剤

名も記入し

て下さい） 

内服 内服をした場合、薬名と数量を入力してください。 

点眼 点眼の薬名と数を入力して下さい。 

点鼻 点鼻の薬名と数を入力して下さい。 

4. 予想される危険性

 携帯端末と使用している患者さんが誰なのかは匿名化暗号化されていますので、千葉大

学耳鼻咽喉科の割付医師しか知ることはできません。従って、患者さんの情報が外部に流

出することはありません。 

5. この試験の予定参加期間

症状の入力は花粉飛散期である２０１４年２月～４月を予定しています。 

6. この試験の予定参加人数について

５０名程度の参加を予定しています。 

7．データの解析、保管について 

 皆様から収集したデータは千葉大学耳鼻咽喉科にて保存し、解析を行います。解析結果

はウェザー・サービス株式会社へ提供します。 

8. この試験への参加は、患者さんの自由意思によるものです

試験への参加は患者さんの自由意思によるものです。同意したあとでも、いつでも取り

消すことができます。参加しない場合や同意を取り消した場合でも、患者さんに最も適し

た治療を行い、治療上の不利な扱いを受けたり、不利益を被ることはありません。 

9. この試験への参加を中止して頂くことがあります

1）試験参加の辞退の申し出や同意の撤回があった場合 

2）登録後に参加の基準を満足しないことが判明した場合 

3）症状の入力が長期にわたり滞ってしまった場合 

4）試験全体が中止された場合 

5）その他の理由により、医師が試験を中止することが適当と判断した場合 



10.この試験結果が公表される場合でも、あなたの身元が明らかになることはありません

患者さんから得られたデータはコード番号などで匿名化され、報告書等でその患者さん

のものであると特定されることがないようにします。また携帯端末に関しても全て匿名化

暗号化し、千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室でのみ把握できるも

のします。さらにこの試験で得られた成績は、医学雑誌などに公表されることがあります

が、あなたの名前などの個人的情報は一切わからないようにしますので、プライバシーは

守られます。また、この試験で得られたデータが、本試験の目的以外に使用されることは

ありません。 

11. 結果の通知

送信された症状や花粉曝露量は、ご本人に結果を通知致します。 

12. 検査結果報告以外の検体に関する権利の放棄

得られた研究結果から生じる知的財産所有権に関しては放棄して頂きます。 

13. あなたの費用負担について

参加者の方の費用負担はありません。研究に参加していただける方には１回の受診につ

き、交通費なども含めた７０００円の負担軽減費をお支払い致します。 

14. この担当医師が、あなたを担当致します

岡本美孝 

櫻井大樹 

米倉修二 

山本陛三朗 

15. いつでも相談窓口にご相談下さい

あなたがこの試験について知りたいことや、心配なことがありましたら、遠慮なく担当

医師にご相談下さい。 

問い合わせ先： 

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学 

岡本 美孝 

TEL:043-226-2581 FAX:043-227-3442 



同意書 

 （担当医師用） 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

□ 研究の目的

□ 研究の方法

□ 予想される危険性

□ 同意しない場合でも不利益を受けないこと

□ 同意した後，いつでも同意を撤回できること

□ プライバシーの保護

□ 検査結果の報告を得られること

□ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること

□ 研究費用負担のないこと

同意者署名   印 

  平成  年  月  日 

代諾者署名   印 本人との続柄（  ） 

  平成  年  月  日 

（代諾者が署名する理由：   ） 

担当医師署名   印 

  平成  年  月  日 



同意書 

  （同意者用） 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

□ 研究の目的

□ 研究の方法

□ 予想される危険性

□ 同意しない場合でも不利益を受けないこと

□ 同意した後，いつでも同意を撤回できること

□ プライバシーの保護

□ 検査結果の報告を得られること

□ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること

□ 研究費用負担のないこと

同意者署名   印 

  平成  年  月  日 

代諾者署名   印 本人との続柄（  ） 

  平成  年  月  日 

（代諾者が署名する理由：   ） 

担当医師署名   印 

  平成  年  月  日 



同意書 

  （臨床試験部用） 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

□ 研究の目的

□ 研究の方法

□ 予想される危険性

□ 同意しない場合でも不利益を受けないこと

□ 同意した後，いつでも同意を撤回できること

□ プライバシーの保護

□ 検査結果の報告を得られること

□ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること

□ 研究費用負担のないこと

同意者署名   印 

  平成  年  月  日 

代諾者署名   印 本人との続柄（  ） 

  平成  年  月  日 

（代諾者が署名する理由：   ） 

担当医師署名   印 

  平成  年  月  日 



花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証 

同 意 撤 回 書 
 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 

平成  年  月  日 

 

私は、本研究へ参加に関する同意を撤回します。 

 

 

ご 署 名：                   

 

 

ご住所：〒 

                                 

 

【送付先】 

千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 

                      岡本美孝 

住 所：〒263-8670千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

 

 



 

 

「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」

の説明書 

 

 

 

1. はじめに 

本文書は，あなたに研究内容，同意に関する事柄などについて説明したものです。この

研究は千葉大学大学院医学研究院の倫理審査委員会で，人権擁護の面を含めその倫理性に

ついて検討を受け承認されております。この文書をよく理解した上であなたが研究に同意

していただける場合には，「同意書」に署名をお願いいたします。もちろん，同意いただけ

ないからといって，そのことによりあなたが不利益をこうむることは一切ありません。 

なお，私の説明や以下の文書の中でわかりづらい点，もっと説明して欲しいことがあり

ましたら，遠慮なく質問してください。 

 

2. この試験の目的 

スギ花粉症は国民のおよそ３割が罹患している国民病であり、花粉症への患者個人の対

応が重要な課題となっています。花粉症の発症や症状の軽重には、花粉飛散量だけでなく、

気象状況など、複数の要因が影響を与えていると考えられています。花粉症対策の観点か

ら、花粉症関連情報の公開や積極的活用が求められています。そこで今回の研究では、花

粉症患者様の症状を調べ、①花粉飛散量情報、②気象情報、③大気汚染情報との関連を調

べます。総務省は「情報流通基盤の花粉症関連情報における実証」と称した、花粉症に関

する情報システムの構築を計画し、ウェザー・サービス株式会社が実際の検証を請け負う

こととなりました。今回の皆さんの症状の情報収集に関しては、千葉大学大学院医学研究

院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室にウェザー・サービス株式会社が委託したものです。 

 

3．この試験の方法 

各参加者について、携帯端末用いて花粉飛散期間（２０１４年２月～４月）の症状を毎

日送信して頂きます。携帯端末の使用法については一度説明会を開き、練習をして頂きま

す。送信を忘れた場合は、翌日送信忘れの注意メールが届きますので、直ちに送信をお願

いします。また研究の前後で２回受診し、採血、鼻汁の採取などお願いすることがありま

す。症状の項目は次ページの表のとおりです。 

また、同意を得ることができた方については、端末の有する GPS（グローバルポジショ

ニングシステム）機能を用いて位置把握を行い、移動位置から算出された正確な花粉曝露

量を測定させて頂きます。使用者名、携帯端末に関しては全て匿名化暗号化し、千葉大学

大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室でのみ把握できるものします。 

 

ヘルシンキ宣言 １５ 

ヘルシンキ宣言 ２４、GCP 省令 第５０条 第５項 

ヘルシンキ宣言 ３４、GCP 省令 第５１条 

ヘルシンキ宣言 １１ 

GCP 省令 第５１条 

研究計画の開示－ヘルシンキ宣言 １４ 
文書による説明と同意の取得－GCP 省令 第５０条 



 

鼻の症状 

くしゃみ くしゃみ発作の数です。連続した場合も１回に数えます。 

鼻みず 鼻をかんだ回数を書いてください。 

鼻づまり 

鼻づまりがないとき（－）、多少鼻づまりがあるとき（＋）、片方が完全につまっていると

き  （＋＋）、両方とも完全につまることが少しあるとき（＋＋＋）、両方とも完全に長

時間つまっているとき（＋＋＋＋） 

眼の症状 

かゆみ 
ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋

＋） 

涙 
でないとき（－）、多少でるとき（＋）、かなりでるとき（＋＋）、たくさんでて仕事など

が手につかないとき（＋＋＋） 

のどの症状 かゆみ 
ないとき（－）、軽いとき（＋）、中等度のとき（＋＋）、かゆくてたまらないとき（＋＋

＋） 

日常生活の

支障度 

苦痛・不眠         

いらいらなど 

支障なし（－）、多少の苦痛を感じる（＋）、かなりの苦痛を感じる（＋＋）、我慢できな

い程度の苦痛で夜も寝られない（＋＋＋） 

治療（薬剤

名も記入し

て下さい） 

内服 内服をした場合、薬名と数量を入力してください。 

点眼 点眼の薬名と数を入力して下さい。 

点鼻 点鼻の薬名と数を入力して下さい。 

 

4. 予想される危険性 

 携帯端末と使用している患者さんが誰なのかは匿名化暗号化されていますので、千葉大

学耳鼻咽喉科の割付医師しか知ることはできません。従って、患者さんの情報が外部に流

出することはありません。 

 

5. この試験の予定参加期間 

 症状の入力は花粉飛散期である２０１４年２月～４月を予定しています。 

 

6. この試験の予定参加人数について 

 ５０名程度の参加を予定しています。 

 

7．データの解析、保管について 

 皆様から収集したデータは千葉大学耳鼻咽喉科にて保存し、解析を行います。解析結果

はウェザー・サービス株式会社へ提供します。 

 

8. この試験への参加は、患者さんの自由意思によるものです 

試験への参加は患者さんの自由意思によるものです。同意したあとでも、いつでも取り

消すことができます。参加しない場合や同意を取り消した場合でも、患者さんに最も適し

た治療を行い、治療上の不利な扱いを受けたり、不利益を被ることはありません。 

 

9. この試験への参加を中止して頂くことがあります 

1）試験参加の辞退の申し出や同意の撤回があった場合 

2）登録後に参加の基準を満足しないことが判明した場合 

3）症状の入力が長期にわたり滞ってしまった場合 

4）試験全体が中止された場合 

5）その他の理由により、医師が試験を中止することが適当と判断した場合 

ヘルシンキ宣言 １１、２０、GCP 省令 第５１条 

ヘルシンキ宣言 ２２、２４ 
GCP 省令 第５１条 

GCP 省令 第５１条 

 



 

 

10.この試験結果が公表される場合でも、あなたの身元が明らかになることはありません 

患者さんから得られたデータはコード番号などで匿名化され、報告書等でその患者さん

のものであると特定されることがないようにします。また携帯端末に関しても全て匿名化

暗号化し、千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学教室でのみ把握できるも

のします。さらにこの試験で得られた成績は、医学雑誌などに公表されることがあります

が、あなたの名前などの個人的情報は一切わからないようにしますので、プライバシーは

守られます。また、この試験で得られたデータが、本試験の目的以外に使用されることは

ありません。 

 

11. 結果の通知 

 送信された症状や花粉曝露量は、ご本人に結果を通知致します。 

 

12. 検査結果報告以外の検体に関する権利の放棄 

得られた研究結果から生じる知的財産所有権に関しては放棄して頂きます。 

 

13. あなたの費用負担について 

参加者の方の費用負担はありません。研究に参加していただける方には１回の受診につ

き、交通費なども含めた７０００円の負担軽減費をお支払い致します。 

 

14. この担当医師が、あなたを担当致します 

岡本美孝 

櫻井大樹 

米倉修二 

山本陛三朗 

 

15. いつでも相談窓口にご相談下さい 

あなたがこの試験について知りたいことや、心配なことがありましたら、遠慮なく担当

医師にご相談下さい。 

 

 

問い合わせ先： 

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学 

岡本 美孝 

TEL:043-226-2581 FAX:043-227-3442 

 

ヘルシンキ宣言 １１、GCP 省令 第５１条 

ヘルシンキ宣言 ３３ 

GCP 省令 第５１条 

GCP 省令 第５１条 

 



同意書 

                                     （担当医師用） 

                         

 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

 

 

 説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

    □ 研究の目的 

    □ 研究の方法 

□ 予想される危険性 

    □ 同意しない場合でも不利益を受けないこと 

    □ 同意した後，いつでも同意を撤回できること 

    □ プライバシーの保護 

□ 検査結果の報告を得られること 

    □ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること 

    □ 研究費用負担のないこと 

 

 

 同意者署名                 印 

                        平成  年  月  日 

 

 

 代諾者署名                 印 本人との続柄（  ） 

                        平成  年  月  日 

 （代諾者が署名する理由：                    ） 

 

 

 担当医師署名                印 

                        平成  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



同意書 

                                        （同意者用） 

                          

 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

 

 

 説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

    □ 研究の目的 

    □ 研究の方法 

□ 予想される危険性 

    □ 同意しない場合でも不利益を受けないこと 

    □ 同意した後，いつでも同意を撤回できること 

    □ プライバシーの保護 

□ 検査結果の報告を得られること 

    □ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること 

    □ 研究費用負担のないこと 

 

 

 同意者署名                 印 

                        平成  年  月  日 

 

 

 代諾者署名                 印 本人との続柄（  ） 

                        平成  年  月  日 

 （代諾者が署名する理由：                    ） 

  

 

 担当医師署名                印 

                        平成  年  月  日 

GCP省令 第５３条 

 



同意書 

                                      （臨床試験部用） 

                          

 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 

 私は「花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証」について，目的，方法等に

関する以下の説明を文書および口頭により受け，内容について十分理解し、下記の項目を了承しまし

た。この書面をもって，私がこの研究に参加することを自由意志で決定したことを示すものとします。 

 

 

 説明を受け理解した項目（□の中にご自分でチェックをつけてください。） 

    □ 研究の目的 

    □ 研究の方法 

□ 予想される危険性 

    □ 同意しない場合でも不利益を受けないこと 

    □ 同意した後，いつでも同意を撤回できること 

    □ プライバシーの保護 

□ 検査結果の報告を得られること 

    □ 検査結果報告以外の検体に関する権利を放棄すること 

    □ 研究費用負担のないこと 

 

 

 

 同意者署名                 印 

                        平成  年  月  日 

 

 

 代諾者署名                 印 本人との続柄（  ） 

                        平成  年  月  日 

 （代諾者が署名する理由：                    ） 

  

 

 担当医師署名                印 

                        平成  年  月  日 

 

 

 

 

 



花粉症に関する環境情報と花粉症症状との関連についての検証 

同 意 撤 回 書 
 

千葉大学大学院医学研究院長 殿 

 

平成  年  月  日 

 

私は、本研究へ参加に関する同意を撤回します。 

 

 

ご 署 名：                   

 

 

ご住所：〒 

                                 

 

【送付先】 

千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 

                      岡本美孝 

住 所：〒263-8670千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

 

 



総務省「花粉関連情報流通連携基盤の実証」アンケート

本臨床試験にご参加いただきまして、ありがとうございました。

簡単なアンケートにご協力下さい。

【症状入力端末について】

（1）症状入力端末についての説明は十分でしたか？ 
a. はい b. いいえ c. わからない

（2）朝晩 2 回の症状入力はいかがでしたか？

a. 気にならなかった b. 慣れれば気にならなかった c. 毎日大変だった

－（2）で a、b と回答された方にお聞きします。 
症状入力に慣れるまでどのくらいかかりましたか？

a. すぐに慣れた b. 3 日くらいかかった c. 1 週間くらいかかった

d. 1 週間以上かかった

（3）症状入力端末の操作性はいかがでしたか？ 
a. 使いやすかった b. 少し使いづらかった c. 使いづらかった

d. その他 （   ） 

（4）症状入力端末の画面の見やすさはいかがでしたか？ 
a. 見やすかった b. 少し見づらかった c. 見づらかった

d. その他 （  ） 

（5）試験中、症状入力の未入力はありましたか？ 
a. はい b. いいえ c. わからない

－（5）で a と回答された方にお聞きします。 
未入力の理由をお答え下さい。（複数回答可） 

a. 入力を忘れていた b. 外出などで手元になかった

c. 端末の不具合で入力できなかった

d. その他 （   ） 

裏面に続きます→→



【セルフケアについて】 
（6）主な花粉症の原因花粉は何ですか？ 
 a. スギ   b. ヒノキ   c. カモガヤ（イネ科）  d. ブタクサ 
 e. その他 （                             ） 
    
（7）花粉飛散期にどのような対策をしていますか？（複数回答可） 
 a. マスク   b. メガネ    
 c. 薬 （種類・薬剤名など                          ） 
 d. 食べ物  （具体的に・・・                          ） 
 e. その他 （                             ） 
 
（8）花粉飛散期に使用されている花粉情報は何ですか？ 
 a. TV やラジオ    b. 新聞や雑誌    c. インターネット 
 d. その他 （                             ） 
 
（9）花粉情報や花粉症日記について、ご意見・ご要望などございましたら、ご自由にご記  
 入下さい。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢： 20 歳代 ・ 30 歳代 ・ 40 歳代 ・ 50 歳代 ・ 60 歳以上  
性別： 男 ・ 女 
 
 
 
 
 ご協力ありがとうございました。  



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
関係各位 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
拝啓、貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。 
 
 さて、弊社は総務省の委託を受け、オープンデータ実証実験の一環として「花粉症関連情報流通

連携基盤の実証」実験を実施しております。この実験は、日本政府の「オープンデータ戦略」の一

環として総務省が実施している実証実験です。この実証実験は、昨年度から開始になり、今年度で

2 年目を迎えます。したがって、弊社の実験を含めまして、すでに実証実験は 14 実験を数えてお

ります。 
 つきましては、大変恐縮ですが、「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」ウェブサイトが公開さ

れておりますので、その内容をご覧いただき、是非アンケートにご協力いただけないでしょうか？ 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

実験の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 

敬具 
 

記 
  本実証実験のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省： 
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム： http://www.opendata.gr.jp/ 
・総務省実証実験 
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata03.html#p3-2 

 
以上 

 

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata03.html%23p3-2


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）はオープンデータのための共通プラットフォーム(PF)として設計されております。このよ

うな共通 PF の「本基盤システム」について、貴社の事業との関連でお聞きします。 

（１）本基盤システムの共通 PF で「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
なし 
 

（２）本基盤システムでその他 14 種類のオープンデータ化実証実験が実施されておりまして 
利用できますが、どう思われますか？ 

 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 
・わからない 
理由他コメント 
なし 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
なし 
 

 
（４）花粉症関連情報をオープンデータとして、貴社の事業等に二次利用をするとしたら、どのよ

うに利用されますか？ 
  ・利用したい   ・条件次第で利用する   ・利用しない   ・わからない 

 利用方法等コメント 
なし 
 

 
（５）花粉症関連情報のオープンデータ利用（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、

ご懸念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
なし 
 



２．本実証実験での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情

報、オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
なし 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

 



２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
長期間のチャートを表示できるようにしてほしい。 
センサーID と計測地点と計測項目の整合がつきにくい。選択しづらい。 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
なし 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
長期間のチャートを表示できるようにしてほしい。 
センサーID と計測地点と計測項目の整合がつきにくい。選択しづらい。 

 
３．サイト全体についてお聞きします。 
（１）見やすさ     ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  
           ・その他 [                           ] 
（２）使いやすさ ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  
           ・その他 [                           ] 
（３）わかりやすさ    ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  
           ・その他 [                           ] 
 
４．その他、本実証実験に関してのコメントを貴社事業の観点からご自由にお書きください。 

コメント 
・花粉、PM2.5 ならびに大気汚染物質量の観測値を、日別データ、時系列、マップで取得する

ことができて、空気清浄機などのフィールド試験のバックデータとして利用できる。 
・花粉やの飛散量と、リアルタイムに近い状態で実際の症状の関係がわかるので、空気清浄機

などの空質に関する機器を開発する上での有用なデータとなる。 
・「お役立ち情報」をさらに充実させていただきたい。 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26年 3月吉日 

関係各位 

ウェザー・サービス株式会社 

東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 

Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 

拝啓、貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、弊社は総務省の委託を受け、オープンデータ実証実験の一環として「花粉症関連情報流通

連携基盤の実証」実験を実施しております。この実験は、日本政府の「オープンデータ戦略」の一

環として総務省が実施している実証実験です。この実証実験は、昨年度から開始になり、今年度で

2 年目を迎えます。したがって、弊社の実験を含めまして、すでに実証実験は 14 実験を数えてお

ります。 

 つきましては、大変恐縮ですが、「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」ウェブサイトが公開さ

れておりますので、その内容をご覧いただき、是非アンケートにご協力いただけないでしょうか？ 

本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

実験の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具 

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html記 

  本実証実験のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 

 

【ご参考】 

１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 

・総務省： 

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 

・オープンデータ流通推進コンソーシアム： http://www.opendata.gr.jp/ 

・総務省実証実験 

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata03.html#p3-2 

 

以上 

 

【アンケート】 

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/opendata03.html#p3-2


１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）はオープンデータのための共通プラットフォーム(PF)として設計されております。このよ

うな共通 PFの「本基盤システム」について、貴社の事業との関連でお聞きします。 

（１）本基盤システムの共通 PFで「花粉症関連情報」を提供することについて 

  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 

 

 

（２）本基盤システムでその他 14種類のオープンデータ化実証実験が実施されておりまして 

利用できますが、どう思われますか？ 

 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 

理由他コメント 

 

 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 

データ等について（自由にお書きください） 

 

 

 

（４）花粉症関連情報をオープンデータとして、貴社の事業等に二次利用をするとしたら、どのよ

うに利用されますか？ 

  ・利用したい   ・条件次第で利用する   ・利用しない   ・わからない 

 利用方法等コメント 

 

 

 

（５）花粉症関連情報のオープンデータ利用（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、

ご懸念されることがありましたら、自由にお書きください。 

コメント 

 

 

２．本実証実験での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情



報、オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 

・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  

・わからない  

理由他コメント 

 

 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

 

（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

 



２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 

不足の場合等コメント 

 

 

 

３．サイト全体についてお聞きします。 

（１）見やすさ     ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  

           ・その他 [                           ] 

（２）使いやすさ ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  

           ・その他 [                           ] 

（３）わかりやすさ    ・見やすい  ・少し見づらい  ・とても見づらい  

           ・その他 [                           ] 

 

４．その他、本実証実験に関してのコメントを貴社事業の観点からご自由にお書きください。 

コメント 

素晴らしい実証実験だと思います。 

花粉に関する情報は毎年変化するものですし、花粉症を患っている方にすれば非常に良いかと

思います。 

 

 

 

 

 

 



 

以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
本実証ご協力関係者各位 
 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
このたびは、総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」事業にご協力いただき、誠にありが

とうございます。ご連絡が大変遅くなりましたが、おかげさまで本実証事業のウェブサイトが公開

されました。是非ご覧いただきたいと思います。 
つきましては、本事業は総務省実証事業として「花粉症関連情報のオープンデータ化」の有効性

を検証しておりますので、公開情報サイトをご覧いただいた上で、以下のアンケートの各設問にお

答えいただきますようお願い申し上げます。 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

事業の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 

記 
  本実証事業のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省：http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム：http://www.opendata.gr.jp/ 
２．お渡ししている仕様書等：改めて添付します。  

以上 
 
 
  

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
千葉県の公式ホームページ等ですでに公開されているため、データの使用に関しては、特に問

題ない。 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
センサーID ではどの地点の観測情報であるのかすぐに判別しにくいため、プルダウンメニュ

ーを地点名表記にすると使いやすいのではないかと感じた。 
 
 

３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 
コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
本実証ご協力関係者各位 
 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
このたびは、総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」事業にご協力いただき、誠にありが

とうございます。ご連絡が大変遅くなりましたが、おかげさまで本実証事業のウェブサイトが公開

されました。是非ご覧いただきたいと思います。 
つきましては、本事業は総務省実証事業として「花粉症関連情報のオープンデータ化」の有効性

を検証しておりますので、公開情報サイトをご覧いただいた上で、以下のアンケートの各設問にお

答えいただきますようお願い申し上げます。 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

事業の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 

記 
  本実証事業のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省：http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム：http://www.opendata.gr.jp/ 
２．お渡ししている仕様書等：改めて添付します。  

以上 
 
 
  

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
測定データは速報値であることを了承された上で使用していただくようお願いします。 

 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
測定データは確定値ではないことを明記されたい。 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
データは確定値ではないことを明記されたい。 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
本実証ご協力関係者各位 
 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
このたびは、総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」事業にご協力いただき、誠にありが

とうございます。ご連絡が大変遅くなりましたが、おかげさまで本実証事業のウェブサイトが公開

されました。是非ご覧いただきたいと思います。 
つきましては、本事業は総務省実証事業として「花粉症関連情報のオープンデータ化」の有効性

を検証しておりますので、公開情報サイトをご覧いただいた上で、以下のアンケートの各設問にお

答えいただきますようお願い申し上げます。 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

事業の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 

記 
  本実証事業のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省：http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム：http://www.opendata.gr.jp/ 
２．お渡ししている仕様書等：改めて添付します。  

以上 
 
 
  

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
継続の際に改めて申請してくだされば可能です。 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
速報値の場合はあくまで速報値であり、今後データに修正が入る可能性があることを周知する

こと。 



 

２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 



１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
本実証ご協力関係者各位 
 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
このたびは、総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」事業にご協力いただき、誠にありが

とうございます。ご連絡が大変遅くなりましたが、おかげさまで本実証事業のウェブサイトが公開

されました。是非ご覧いただきたいと思います。 
つきましては、本事業は総務省実証事業として「花粉症関連情報のオープンデータ化」の有効性

を検証しておりますので、公開情報サイトをご覧いただいた上で、以下のアンケートの各設問にお

答えいただきますようお願い申し上げます。 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

事業の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 

記 
  本実証事業のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省：http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム：http://www.opendata.gr.jp/ 
２．お渡ししている仕様書等：改めて添付します。  

以上 
 
 
  

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 基本的には了解できると思われるが，事前連絡などはしてもらいたい。 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 年間確定値などを掲載する場合は事前連絡などはしてもらいたい。 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」アンケートのお願い 

平成 26 年 3 月吉日 
本実証ご協力関係者各位 
 

ウェザー・サービス株式会社 
東京支社 営業本部 担当：勝田芳史 

TEL０３－６２２８－６３８０ 
Mail：ykatsuta@otenki.co.jp 

 
このたびは、総務省「花粉症関連情報流通連携基盤の実証」事業にご協力いただき、誠にありが

とうございます。ご連絡が大変遅くなりましたが、おかげさまで本実証事業のウェブサイトが公開

されました。是非ご覧いただきたいと思います。 
つきましては、本事業は総務省実証事業として「花粉症関連情報のオープンデータ化」の有効性

を検証しておりますので、公開情報サイトをご覧いただいた上で、以下のアンケートの各設問にお

答えいただきますようお願い申し上げます。 
本アンケートはご担当者様個人でお答えいただければ結構です。また取扱いは匿名で実施し、本

事業の報告書等への参考統計データとしてのみ利用させていただきますので、何とぞご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 

記 
  本実証事業のサイト：http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html 
 
【ご参考】 
１．総務省関連政策や「オープンデータ流通推進コンソーシアム」の事業内容等 
・総務省：http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html 
・オープンデータ流通推進コンソーシアム：http://www.opendata.gr.jp/ 
２．お渡ししている仕様書等：改めて添付します。  

以上 
 
 
  

http://micp.otenki.co.jp/visualization/main.html
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opendata/index.html
http://www.opendata.gr.jp/


【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



【アンケート】 
１．総務省「情報流通連携基盤システム」の外部仕様書に基づき、本実証システムも「花粉症関連

流通連携基盤システム」として実装しております。本情報流通連携基盤システム（本基盤システム

という）についてお聞きします。 

（１）本基盤システムで「花粉症関連情報」を提供することについて 
  ・賛成   ・反対   ・わからない 

理由他コメント 
 
 

（２）本基盤システムでその他 6 種類のオープンデータ化実証事業が実施されておりまして利用で

きますが、どう思われますか？ 
 ・ユーザとして利用してみたい   ・アプリ開発等で利用してみたい   ・利用しない 

・わからない 
理由他コメント 
 
 

（３）本基盤システムを使って、他にオープンデータ化してみたい／した方がよいデータがある。 
データ等について（自由にお書きください） 
 
 

 
（４）今回、大気汚染情報を本実証のオープンデータとして許諾いただきましたが、今後も継続し

てご提供は可能でしょうか？【現状わかる範囲で結構です】 
  ・はい   ・いいえ（今回限り）   ・条件次第である   ・わからない 

 理由・条件等コメント 
 
 

 
（５）大気汚染情報をオープンデータ（二次使用・機械判読可能な形式での提供）について、ご懸

念されることがありましたら、自由にお書きください。 
コメント 
 
 



２．本実証での「花粉症関連情報」として、4 種類の情報（花粉情報、気象情報、大気汚染情報、

オープン化花粉症統計情報）を表示していますが、その情報について、お聞きします。 

（１）花粉症関連情報として、情報の種別についてお聞きします。 
・適当である   ・花粉情報と花粉症統計情報だけでもいい   ・不足している  
・わからない  
理由他コメント 
 
 

（２）花粉症関連情報の各情報の内容についてお答えください。 

１）花粉情報：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

２）気象情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）大気汚染情報：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）オープン化花粉症統計情報： ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
（３）「花粉症関連情報」のサービスとして、位置情報を含む可視化についてお聞きします。 

１）入力日時別統計チャート： ・適当である   ・不足している   ・わからない 



不足の場合等コメント 
 
 

２）患者別時系列チャート：  ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

３）時系列統計チャート：   ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

４）観測マップ：       ・適当である   ・不足している   ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

５）観測時系列チャート（含日別）： ・適当である  ・不足している  ・わからない 
不足の場合等コメント 
 
 

 
３．その他、本実証に関してのコメントをご自由にお書きください。 

コメント 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上、ご協力ありがとうございました。 



花粉症日記
入力端末の使用方法



はじめに 
お渡しする端末の取り扱いは、十分にご注意下さい。 
 
以下の場合は、費用請求をさせて頂く場合がありますのでご注意願います。 
 
 ・落下、水没など損傷があった場合 
 ・付属品を含め、本体や部品などを紛失された場合（紙袋は除く） 
 ・本試験に関係のない、通話や通信があった場合 
 
また、何があっても端末のリセットは行わないで下さい。不明な点などがありましたら 
お電話にて下記へご連絡下さい。 
 
  お問い合わせ先： ウェザー・サービス株式会社 ０３－６２２８－６３８０ 
 
・充電ができなくなった場合の対処法 
バッテリーが放電しきってしまうと、充電ができなくなってしまう可能性があります。 
もし充電ができなくなってしまったら、以下の充電方法をお試しください。 
 
 1. 本体のバッテリーを外し、充電ケーブルを本体につなげる 
 2. 起動を確認したら、充電ケーブルをつなげたまま、バッテリーを本体に装着する 

P.1 



P.2 



花粉症日記の入力（１） 
端末左上の電源ボタンを押すと、①の画面が表示されます。 
真ん中の鍵部分をタップしたまま右へスライドします。 
②の画面が表示されますので、画面下の左から２つめのボタンをタップします。 
③の画面が表示されますので、「新規入力」をタップします。赤点線の枠内には、過
去の履歴が最大4件表示されます。 

① ② ③ 

P.3 



④ 

花粉症日記の入力（２） 
④の画面で日付と朝/夜を選択します。 
日付は、対象とする日を選びます。朝/夜は、その日の日中の症状を「夜」とし、前日
夜からその日の朝までの症状を「朝」として入力して下さい。 
⑤、⑥の画面で、症状に応じた内容を入力し、「次へ」をタップします。 
「ｉ」ボタンをタップすると、それぞれの症状の選択肢に応じた症状例が表示されます。
表示された画面は左上の「×」をタップして、画面を閉じて下さい。 

⑤ ⑥ 

P.4 症状・服用薬などについてのお問い合わせ先 ： 千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科 ０４３－２２６－２５８１ 



⑧ 

花粉症日記の入力（３） 
⑦の画面で、症状を入力したら、「確認」をタップします。 
⑧の画面で入力内容を確認します。画面上をタップしたまま上下へスライドすると画
面がスクロールします。 
内容に間違いがなければ「送信」を、修正する場合は「戻る」をタップして入力画面に
戻って修正して下さい。「送信」タップ後、送信完了になると、⑨の画面が表示されま
す。 
入力は以上です。 

⑨ ⑦ 

P.5 



花粉症日記の参照・変更（１） 
端末左上の電源ボタンを押すと、①の画面が表示されます。 
真ん中の鍵部分をタップしたまま右へスライドします。 
②の画面が表示されますので、画面下の左から２つめのボタンをタップします。 
③の画面が表示されますので、「参照/変更」をタップします。赤点線の枠内には、過
去の履歴が最大4件表示されます。 

① ② ③ 

P.6 



④ 

花粉症日記の参照/変更（２） 
④の画面で参照/変更する日記を選択します。入力された内容は全て参照/変更可
能です。 
⑤の画面で、入力内容が表示されますので、内容を確認し変更する場合は「変更」
を、終了する場合は画面外のホームボタンをタップして下さい。 
変更時における症状の入力方法は、入力の場合と同じです。最後に確認して「送
信」をタップして下さい。 

⑤ 

P.7 
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1．CRCの方に実施していただきたい事項 
1.電子端末交付時の説明 
 携帯型端末の使用方法及び送付されてくるメールについて説明を行ってください。

送付されてくるメールは下記の2種類になります。 
 入力督促メール(前日のスコアが未入力だった場合) 
 花粉情報 (夜に翌日の飛散予測を送信) 

2.被験者識別コードと携帯型端末IDの紐付け 
 被験者に携帯型端末を交付する前に、PCwebsite「被験者管理システム」で交付す

る携帯型端末No.に被験者識別コードを登録して紐付けを行ってください。 

3.患者日記の入力状況確認 
 電子端末の日記スコアが未入力

だった場合はCRCさんにもメー
ルが届きます。メールが届いた
際は患者さんに適切な入力の指
導を行ってください。 

 患者さん来院の際は冊子と携帯
型端末のスコアに齟齬がないか
を確認していただき、齟齬がある
場合は原因を確認してください。
但し、日記のスコアの修正は不
要です。 
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2．入力督促メール，修正・入力，参照の可能期間 

入力督促メール   ：翌日19:00 
修正・入力，参照可能時間 ：翌々日の23:59 

＜イメージ＞ 

24:00を過ぎると修正・入力， 

参照が出来ません． 

CRCさん，担当モニターに
もメールが入ります． 

日付 3月1日 3月2日 3月3日

朝に評価する内容
2/28就寝時
　　　～3/1起床時

3/1就寝時
　　　～3/2起床時

3/2就寝時
　　　～3/3起床時

3/1(朝・夜)が未入力時
に督促メール送信

夜に評価する内容
3/1起床時
　　　～3/1就寝前

3/2起床時
　　　～3/2就寝前

3/3起床時
　　　～3/3就寝前

3/1(朝・夜)の
修正・入力可能時間

19:00 ⇒

23:59 ⇒

3 
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3. 各部の名称と説明 

ディスプレイ/タッチパネル 
トラックボール 
トラックボールを回すことでカーソルの
移動ができます。 
またトラックボールを押すことで選択し
ている項目の実行/決定になります。 
 

電源ボタン 
電源を入れる/切る
ときに利用します。 

ホームキー 
トップ(待ち受
け)画面を表示し
ます。 戻るキー 

一つ前の画面に戻ります。 

メニューキー 
その画面で使用できる機能
(メニュー)を表示します。 
 

エンターキー 
選択している項目を実
行/決定します。 

カーソルキー 
カーソルを上下左右
に移動させます。 
 

キーボード 
文字入力時に使用
します。 

ＵＳＢ端子 
充電ケーブルを接続するときに使用します 
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4．基本的な使用方法 
1. 操作方法 
 タッチパネル、トラックボール、カーソルキー＋エンターキー、３つの方

法いずれでも操作が可能です。 
 タッチパネル 
 選択したいボタンなどに指で触れると選択した項目の実行/決定になります。

タッチパネルに触れたまま上下左右に指を動かすと、画面をスクロールしま
す。 

 トラックボール 
 ボールを回してカーソルを移動させ、ボールを押すと実行/決定になります。 

 カーソルキー 
 動かしたい方向キーでカーソルを移動、エンターキーで実行/決定になります。 
 

2. 電源を入れる 
電源ボタンを4秒以上長押ししてください。 
 

3. 電源を切る 
電源ボタンを1秒以上長押しすると、画面上に「携帯電話オプション」が

表示されます。この中の一番下に表示されます「電源を切る」を選択し
てください。 

 さらに「電源を切る」の表示で「OK」を選択してください。 
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 付属のUSBケーブルとACアダプタを繋ぎます。 
 次にUSBケーブルのもう一方の「B」と表示されている方を上

にして、本体のUSB端子に接続します。 
 最後に、 ACアダプタをコンセントに繋ぎます。 

注）接続部分には繋がる向きがあります。逆向きには繋がりま
せんので、無理に押し込んだりして破損させないようにご注
意下さい。 

 

 充電が開始されると、ディスプレイ右上の電池マークに  が
表示されます。本体の電源が入っていない場合は、ディスプ
レイの裏側にある「NTTdocomo」ロゴの右側にある充電ランプ
(小さい●)が赤く点灯します。 

注）充電が完了すると、上記のマークおよび充電ランプが消灯
します。充電完了後はUSBケーブルを必ず抜いて下さい。 

6 

5．充電方法 
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6．メールの受信、受信メールを読む 

1. メールメイン画面を起動する 
 トップ(待ち受け)画面で、上図の赤丸部分「メール」を実行/決定します。 
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6．メールの受信、受信メールを読む 

2. 新着メール問合せを実行 

 メールメイン画面で、上図の赤丸部分「新着メール問合せ」を実行/決定
します。受信が完了すると、「受信ボックス」が開きます。 

注１）選択中のボタンは青色になります。上図では、「受信ボックス」が選択
されています。 

注２）メールは30分ごとに自動的に受信します。新着メール問合せは、必
要に応じて実行してください。 
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6．メールの受信、受信メールを読む 

3. 受信メールを読む その１ 
新着メール問合せ後、もしくはメールメイン画面から「受信ボックス」を実

行/決定すると、上図の受信ボックスが表示されます。 
 「Gmail」を実行/決定すると、受信したメールリストが表示されます。また、

プレビュー画面(緑の四角枠)に受信したメール本文が表示されます。 
 さらに受信したメールのリストから個々のメールを選択し、実行/決定す

ると、画面上に受信したメールが表示されます。 

プレビュー
画面 
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6．メールの受信、受信メールを読む 

4. 受信メールを読む その２ 
受信したメールは上図のように表示されます。 
 

5. 終了 
 メールを読み終わったら、「戻る」キーを何回か押して、トップ(待ち受け)

画面まで戻ってください。 
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7．花粉症日記 

1. 花粉症日記を起動する 
 トップ(待ち受け)画面で、上図の白丸部分「花粉症日記」を実行/決定

します。 
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7．花粉症日記 

2. 入力する日記（「入力(朝用)」又「入力(夜用)」）の選択 
花粉症日記画面で、上図の白丸部分で「入力(朝用)」又は「入力(夜用)

を選択し、実行/決定します。 

選択したページが画面上に表示されますので、該当する日の症状を
入力して下さい。 
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7．花粉症日記 

3. スコアの入力方法 
左上図の赤丸部分のそれぞれの項目を実行/決定して、該当する日の症

状を選択して下さい。日付は入力する日(但し、翌日の3時までは前日の日
付が表示されます)が表示される仕様になっていますので、前日のスコア
を入力する場合等は日付を忘れず変更してください。 

各項目は選択時にオレンジの枠が表示されます。 
項目を実行/決定すると、スコア選択用のリスト(上図右)が別に表示されま

すので、該当するものを選んでください。 

【入力(朝用)画面】 
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7．花粉症日記 

4. 入力スコアの送信方法 
全ての項目の実行/決定が終わりましたら、右上図の「送信」(赤丸部分)を

実行/決定してください。「送信」「リセット」は選択時、青色で表示されます。 
送信時、未選択の項目があればエラーのウィンドウが表示されますので、

未入力項目の選択を完了させ、再度送信を実行/決定してください。 
正常に、送信が完了すると、画面上に日記を受け付けた旨のメッセージが

表示されます。 
正常に送信が完了したことを確認した後、「戻る」キーを何回か押し、１０ペ

ージの花粉症日記画面まで戻り、画面右下の「終了」を実行/決定してくだ
さい。トップ(待ち受け)画面に戻ります。 

【入力(夜用)画面】 
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7．花粉症日記 

5. 日記の参照・修正 
花粉症日記画面で、上図の参照(白丸部分)あるいは修正(赤丸部分)の

いずれかを実行/決定します。 

最長3日分（当日分を含む）の入力された日記の情報を確認あるいは修
正することができます。 

日記のスコアが修正された場合は、修正された日時が記録されていま
す。日記の修正は重要な事項ですので来院時に修正理由を被験者さ
んにお尋ねください。 
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